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市
民
の
皆
様
に
は
平
成
27
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
市
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
平
成
16
年
の
合
併
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
と

な
る
節
目
の
年
で
し
た
。
市
民
の
幸
福
追
求
と
市
政
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
、「
子
育
て
世
代
に
手
厚
く
！
」

「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
大
歓
迎
！
」「
中
山
間
地
域
を
元
気
に
！
」

の
3
つ
の
切
り
口
に
力
点
を
置
く
「
人
口
拡
大
計
画
」

に
着
手
し
ま
し
た
。
11
月
1
日
に
は
大
勢
の
市
民
の
皆

様
の
ご
出
席
の
中
で
記
念
式
典
を
行
い
、
益
田
市
の
一

体
感
を
醸
成
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
画
期
的
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
島
根
県
西
部
、
山
口
県
北
東
部
の
空
の
玄
関

口
で
あ
る
萩
・
石
見
空
港
の
東
京
線
が
昨
年
3
月
30
日

か
ら
2
便
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。産
業
振
興
、観
光
振
興
、

ひ
い
て
は
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
2
便
体
制
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、

近
隣
市
町
と
も
連
携
し
、
島
根
県
の
支
援
も
得
な
が
ら
、

空
港
利
用
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
益
田
医
療
圏
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療
の
拠

点
で
あ
る
益
田
赤
十
字
病
院
に
お
い
て
、
昨
年
12
月
か

ら
里
帰
り
分
娩
の
受
付
が
再
開
さ
れ
、
実
際
の
分
娩
は

今
年
の
2
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
人
口
拡
大
に
弾
み
が

つ
く
朗
報
で
あ
り
、
関
係
の
皆
様
方
の
ご
努
力
と
ご
支

援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
文
化
の
面
で
の
進
展
と
し
て
、
中
須
東
原
遺
跡

が
中
世
港
湾
遺
跡
の
代
表
的
事
例
と
し
て
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
、
我
が
国
有
数
の
武
家
文
書
で
あ
る
益
田
家
文

書
に
つ
い
て
は
四
百
年
ぶ
り
の
里
帰
り
展
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
国
内
最
大
級
の
コ
ー
ス
数
と
な

っ
た
「
ひ
だ
ま
り
パ
ー
ク
み
と
」
に
お
い
て
全
国
大
会

を
開
催
し
、
さ
ら
に
県
立
サ
ッ
カ
ー
場

で
は
「〝
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
〞

ド
リ
ー
ム
・
サ
ッ
カ
ー
」
に
よ
っ
て

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
サ

ッ
カ
ー
教
室
や
親
善
試
合
を
実
施
し
ま

し
た
。
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ラ
イ
ド
で
の
空
港
滑
走
路
走
破
や

若
手
選
手
の
た
め
の
自
転
車
公
式
レ
ー
ス
「
益
田
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
ス
テ
ー
ジ
」も
特
筆
す
べ
き
快
挙
で
し
た
。

益
田
市
は
、
4
年
連
続
水
質
日
本
一
と
な
っ
た
清
流

高
津
川
に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
過
疎

地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰
に
お
い
て
総
務
大
臣

賞
に
輝
い
た
真
砂
地
区
を
一
例
と
す
る
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
優
れ
た
資
源
を
活
か
し
、
新
た
な
地
域
自
治
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
は
益
田
市
の
財
政
状
況
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
力
強
く
推
し
進
め
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
と
協
調

に
基
づ
い
て
施
策
や
成
果
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
将
来

に
向
け
て
花
を
開
か
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

書
に
つ
い
て
は
四
百
年
ぶ
り
の
里
帰
り
展
を
開
催
す
る

の
面
で
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
国
内
最
大
級
の
コ
ー
ス
数
と
な

っ
た
「
ひ
だ
ま
り
パ
ー
ク
み
と
」
に
お
い
て
全
国
大
会

を
開
催
し
、
さ
ら
に
県
立
サ
ッ
カ
ー
場

ッ
カ
ー
教
室
や
親
善
試
合
を
実
施
し
ま

し
た
。
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ラ
イ
ド
で
の
空
港
滑
走
路
走
破
や

若
手
選
手
の
た
め
の
自
転
車
公
式
レ
ー
ス
「
益
田
チ
ャ

」も
特
筆
す
べ
き
快
挙
で
し
た
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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迎
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上
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市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
27
年
の
新
春
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
益
田
市
合
併
10
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。
式
典
の
挨
拶
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
10
周
年
の
意
義
は
、
過
去
の
歩
み
を
顧

み
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、
来
る
べ
き
次
の
世

代
に
今
日
ま
で
の
歩
み
を
ど
う
生
か
す
か
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
4
年
連
続
水
質
日
本
一
と
な
っ
た
清

流
高
津
川
を
は
じ
め
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
、
自
然
環
境
、

産
業
等
、
先
人
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
貴
重
な
財
産

が
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
次
世
代
に
引

き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
各

地
で
数
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、

8
月
に
広
島
市
に
お
い
て
バ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
型
と

い
う
今
ま
で
聴
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
集
中
豪
雨
に

よ
る
土
砂
崩
れ
、
9
月
に
は
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
り
戦

後
最
大
の
火
山
災
害
が
発
生
し
、
未
だ
行
方
不
明
の
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
対
し
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
に
お
い
て
は
、
国
の
経
済
政
策
を
進

め
た
効
果
に
よ
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
に
改
善
の
兆
し

が
見
え
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
方
に
は
そ
の
経
済
効
果
が
現
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
高
速
交
通

の
要
で
あ
る
萩
・
石
見
空
港
で
は
、
昨
年
3
月
よ
り
東

京
路
線
が
2
便
運
航
と
な
り
ま
し
た
が
、
2
年
の
期
間

限
定
で
あ
り
、
こ
の
間
の
利
用
実
績
が
重
要
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
益
田
圏
域
の
発
展
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

と
も
こ
の
2
便
運
航
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
利
用
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
待
ち
望
ん
だ
﹁
里
帰
り

分
娩
﹂
が
6
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
明

る
い
声
の
響
き
あ
う
活
気
の
あ
る
益
田
市
と
な
る
と
議

員
一
同
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
は
島
根
県
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
出
雲
大
社
で
の
高
円
宮
典
子
様

と
千
家
国
麿
氏
の
ご
結
婚
や
、
テ
ニ
ス
の
錦
織
圭
選
手

の
大
活
躍
は
、
島
根
県
に
と
っ
て
明
る
い
話
題
で
あ
り
、

全
国
に
誇
れ
る
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
議
員
の
不
祥
事
が
続
い
た
年
で
も
あ
り
、

地
方
議
員
の
発
言
や
政
務
活
動
費
が
注
目
さ
れ
た
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
益
田
市
議
会
で
は
、
平
成
21
年
に

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
政
務
活
動
費

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
透
明
性
の
あ
る
議
会
、
市
民
の
皆

様
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
、
議
会
の
政
策
立
案
機
能
と
執
行

管
理
と
い
う
責
任
の
も
と
、
議
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、﹁
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
﹂
益
田
市
の
実
現

に
向
け
、
精
一
杯
取
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。最

後
に
市
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 一

方
、
地
方
議
員
の
不
祥
事
が
続
い
た
年
で
も
あ
り
、

地
方
議
員
の
発
言
や
政
務
活
動
費
が
注
目
さ
れ
た
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
益
田
市
議
会
で
は
、
平
成
21
年
に

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
政
務
活
動
費

指
し
、
議
会
の
政
策
立
案
機
能
と
執
行

管
理
と
い
う
責
任
の
も
と
、
議
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、﹁
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
﹂
益
田
市
の
実
現

に
向
け
、
精
一
杯
取
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

目
次
は
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

益田市議会議長
寺井　良徳
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・
成
人
式
開
催
（
2
日
）

・
消
防
出
初
式
開
催
（
12
日
）

・
萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
総
決
起
大
会
開
催
（
20
日
）

・
株
式
会
社
正
直
屋
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
ア
ラ
ッ
チ
が
こ

っ
こ
ろ
大
賞
受
賞
（
6
日
）

・
㈶
日
本
消
防
協
会
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
受
章
（
28
日
）

・
益
田
糸
操
り
人
形
保
持
者
会
が
地
域
伝
統
文
化
功
労
者
表
彰
受

賞
（
11
日
）

・
長
沢
第
二
ト
ン
ネ
ル
完
成
・
長
沢
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通
（
15
日
）

　

…
… 

①

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
本
郷
園
」
竣
工
（
16
日
）

・
美
濃
小
学
校
閉
校
（
23
日
）
…
…
…
…
… 

②

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
清
月
の
里
」
竣
工
（
28
日
）

・
萩
・
石
見
空
港
東
京
線
2
便
運
航
開
始
（
30
日
）
…
… 

③

・
高
津
地
区
が
は
つ
ら
つ
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
（
11
日
）

・
グ
リ
ー
ン
広
場
オ
ー
プ
ン
（
13
日
）

・
美
都
温
泉
R
V
パ
ー
ク
竣
工
（
3
日
）

・
車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
開
催
（
10
日
）

・
学
び
舎
ま
す
だ
開
講
（
17
日
）
…
…
…
… 

④

・
J
T
サ
ン
ダ
ー
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
催
（
7
日
）

・
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
制
定
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
（
22
日
）

・
石
橋
重
幸
さ
ん
・
中
島
満
子
さ
ん
が
環
境
保
全
功
労
者
に
対
す

る
知
事
感
謝
状
受
賞
（
30
日
）

・
J
F
A
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」
開
催
（
30
日

〜
7
月
4
日
）

・
益
田
市
児
童
医
療
費
助
成
制
度
開
始
（
1
日
）

・
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
「
夢
授
業
」
開
催
（
9
日
）

7 月7 月

できごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごとできごと
どんな年だったでしょうか。
1 年を振り返ります。

6

8

1

5
42

1 月3 月6 月 4 月 2 月5 月



平成26年
益田市の できごと
平成26年
益田市の できごと
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9 月11 月 8 月10 月

※
写
真
順
不
同

12 月
・
水
門
等
操
作
員
6
名
・
河
川
愛
護
協
力
者
3
団
体
が
国
土
交
通

功
労
者
中
国
地
方
整
備
局
長
表
彰
受
賞
（
16
日
）

・
萩
・
石
見
空
港
大
阪
便
季
節
運
行
開
始
（
18
日
）

・
高
津
川
が
4
年
連
続
水
質
日
本
一
に
輝
く
（
2
日
）
…
… 

⑤

・
島
根
県
消
防
操
法
大
会
入
賞
（
3
日
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
に
益
田
糸
操
り
人
形
保

持
者
会
が
参
加
（
9
日
）

・
夢
の
課
外
授
業
in
ま
す
だ
開
催
（
19
〜
20
日
）

・「
発
掘
！
益
田
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
〜
10
周
年
だ
よ
全
員
集
合
！
」
聖
火

リ
レ
ー
開
催
（
15
日
）

・
し
ま
ね
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
（
21
日
）

・
藤
井
教
夫
さ
ん
が
益
田
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
顕
彰
受
賞
（
26
日
）

・
坂
田
二
郎
さ
ん
が
防
犯
功
労
者
防
犯
栄
誉
金
賞
・
益
田
東
の

子
ど
も
を
育
む
会
が
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
表
彰
を
受
賞

（
25
日
）

・
真
砂
地
区
が
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰　

総
務
大

臣
賞
を
受
賞
（
9
日
）
…
…
…
… 

⑥

・
益
田
家
文
書
里
帰
り
展
開
催
（
15
日
〜
11
月
24
日
）
…
… 

⑦

・
笹
波
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
安
全
祈
願
祭
（
16
日
）

・
第
7
回 

萩
・
石
見
空
港
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
開
催
（
19
日
）… 

⑧

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
全
国
大
会
in
益
田
開
催（
27
〜
28
日
）

・
益
田
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
開
催
（
1
日
）
…
…
…
… 

⑨

・
宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア  

ド
リ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
in
益
田
開
催

（
3
日
）…
… 

⑩

・
第
1
回
柿
本
人
麿
公
顕
彰
全
国
短
歌
大
会
開
催
（
22
日
）

・
益
田
赤
十
字
病
院　

里
帰
り
分
娩
再
開
（
1
日
）

・
第
38
回
歳
末
た
す
け
あ
い
石
見
神
楽
共
演
大
会
開
催
（
7
日
）

9 月 8 月8 月

平成 26 年は、皆さんにとって
いろいろな事があったこの

9

3

10

7
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『先輩から後輩に伝え、 学ぶ授業』 in 横田中学校

　益田市出身の医師が母校の中学校を訪問し、後輩達へ経験を伝える『先輩から後輩に伝え、学ぶ授業』を平成 26 年 10
月 28 日に横田中学校で開催しました。平成 23 年度から毎年実施しており、4 回目となった今回は島根大学医学部附属
病院で産婦人科医として活躍されている、石橋朋佳医師を先輩としてお招きしました。
　石橋先生は西益田小学校、横田中学校を経て益田高校から島根大学医学部に進学し、6 年間の
学生生活後に医師国家試験に合格されました。
　医師を志したのは中学 3 年生の時に医療体験実習の際に手術を経験し、「お医者さんってす
ごい」と感じたからだそうで、さらに高校生の時にいとこが出産したことで、生命の誕生と
いう不思議に出会ったのがきっかけで産婦人科医を目指すようになったと話されました。産
婦人科医の魅力として、出生後に初めて関われる人になれることや、女性の一生（誕生から
老年まで）を通して携われることを挙げていました。
　そして産婦人科医の現状や、現在の先生の職場や仕事の内容について説明がありました。母親
になるということについて、妊娠中は薬がほとんど飲めず、出産時は人生最大の痛みとされる陣痛
に耐え命をかけて臨んでいること、また出産後には 2 ～ 3 時間ごとの授乳やオムツの交換を普段の生活と並行してする
ことなど、これからの人生に参考となる内容に、参加した小中学生は真剣な眼差しで聞き入っていました。
　最後に生徒から受けていた多くの質問に対し、医師としてのやりがいや趣味、学生時代の勉強時間とその方法等につい
て時間の限り回答し、何か一つでも参考にして欲しいという先生の気持ちが表れていました。
　今回の授業を通して先生が伝えたかった「自分をしっかり持って夢や目標に向って進んで欲しい」、「たくさんの人に支
えられ守られていることを忘れないように」というメッセージは、確実に後輩達の心に響いていたと思います。

　　　　

Ｑ1．医師を目指すきっかけは？
　　　中学生の時に職場体験で病院に行ったのがきっかけです。

Ｑ2．学生生活はどうですか？
　　　部活と勉強を主に頑張っています。毎日が充実しています。

Ｑ3．将来の目指す医師像は？
　　　人の意見を尊重できる柔軟な医師になりたいです。

Ｑ4．益田市の皆さんへ
　　　益田市の皆さんのおかげで元気に学生生活を送れています。頑張ります。

★このコーナーは 1 年間の
　シリーズでお送りしています。

未来のお医者さんへ質問 vol.10

島根大学医学部 2 年生

( 地域枠推薦入学 )
松
まつもと

本 源
げ ん き

樹 さん

　石橋先生は西益田小学校、横田中学校を経て益田高校から島根大学医学部に進学し、6 年間の

　そして産婦人科医の現状や、現在の先生の職場や仕事の内容について説明がありました。母親
になるということについて、妊娠中は薬がほとんど飲めず、出産時は人生最大の痛みとされる陣痛

《自治医科大学学生募集》

自治医科大学医学部（栃木県）では、平
成 27 年度の入学者を募集しています。
同大学は修学資金貸付等が充実し、地
域医療を担う人材を育成しています。
詳細は島根県または大学ホームページ
等で確認してください。
　出願期間 ：1月05日㈪ ～ 21日㈬
　試	験	日  ：1月26日㈪ ～ 27日㈫
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益田赤十字病院からのご案内

里帰り分娩再開のお知らせ

院内助産の開始について

　益田圏域唯一の分娩機関である益田赤十字病院では、平成 20 年 11 月から休止していた里帰り分娩を昨年 12 月 1 日
より再開しました。下記の条件を満たし、里帰り出産を希望される方は、申込要領に従って病院に連絡してください。

＊ 対象となる妊婦さん
　【益田市・津和野町・吉賀町に実家がある方で、以下の 5 項目を全て満たす妊婦さん】
　 1.	 平成 27 年 2 月以降に出産予定で、益田赤十字病院での出産を希望される方
　 2.	 原則妊娠 31 週、遅くとも 33 週までに益田赤十字病院産婦人科を受診できる方
　 3.	 原則妊娠 32 週、遅くとも 34 週以降の妊婦検診を益田赤十字病院で受診できる方
　 4.	 現在通院中の病院等で、里帰り分娩可能と判断され、益田赤十字病院宛に紹介状を作成していただける方
　 5.	 ご自身で帰省できる方

＊ 申込要領
　（受付時期）分娩予定月の 4 カ月前～妊娠 30 週まで
　（受付窓口）益田赤十字病院　医事課（直通 ☎ 22-0160）
　※受付時間は 13:00 ～ 16:00（当院休診日を除く）

＊ 院内助産とは
妊婦さんが主体となり、産婦さん自身が持っている『産む力』と赤ちゃんが持っている『産まれてくる力』を引き
出し、自然な流れに沿った分娩が行えるよう助産師が主になり立ち会います。また、妊婦さんやその家族の意向を
尊重し、安心・安全で快適な妊娠・分娩・産後が送れるようにサポートしていきます。

＊ 院内助産を利用できる方
・経産婦の方
・妊娠経過が正常な方
・本人の希望がある方
・家族の同意がある方
・単胎で経腟分娩が可能と判断されている方
・医師の許可がある方
・�妊娠 37 週 0 日～ 41 週 6 日の分娩の範囲

である方
・リスクスコアが初期、後期ともに 0 ～ 1 点

の方

※�院内助産での分娩を希望された場合でも、妊
娠経過中に異常が予測される場合は医師の診
察を受けていただきます。

※�場合によっては院内助産の利用をお断りする
こともあります。

〈申込方法〉
分娩予定日の決定時に、ご案内の書類をお渡しします。
利用希望がありましたら、妊娠 20 週までに産婦人科
外来にお申出ください。

〈妊娠期〉
助産外来にて妊婦健診を行います。
お産に向けての体づくりのため、冷え対策・食事・運
動などについて妊婦さん一人一人にあった方法を一緒
に考えていきます。

〈分娩期〉
ご本人やご家族と話し合いながらケアを行います。
分娩介助は院内助産担当の助産師が行います。
会陰切開は行いません。
分娩時の持続点滴や薬剤投与は行いません。

〈産
さんじょくき

褥期〉
産後のケアおよび授乳介助などを通して育児がスムー
ズにできるよう援助します。

〈退院後〉
乳房外来でおっぱい相談、赤ちゃんの体重チェック、育
児相談を行います。

院内助産システムの流れについて
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自治功労表彰 交通功労表彰

消防功労表彰

教育・文化功労表彰

衛生・保健功労表彰

教育功労表彰

自治会長として住民自治の立場か
ら地域の発展にご尽力いただきま
した。
＊佐々木　堅  様（美都町都茂）
……………………………………………………

多額の寄付をされ、市政の発展に
ご尽力いただきました。
＊木村　勝男  様（大阪市北区）

交通指導員として交通安全諸活動
の推進にご尽力いただきました。

＊松井　稔  様（神田町）

消防団員として地域防災推進にご
尽力いただきました。

＊中岡　勝史  様（三宅町）
＊廣兼　和幸  様（美都町都茂）
＊岡　　英人  様（赤雁町）

様々な事業実施により川崎市と益
田市との交流人口拡大にご尽力い
ただきました。
＊齊藤　義晴  様（神奈川県川崎市）

市の保健・医療・福祉の推進にご
尽力いただきました。

＊公益社団法人 益田市医師会  様
＊平野　隆敏  様（駅前町）
＊小田　和彦  様（中島町）
＊神崎　清  　様 （幸町）
＊岩本　正敬  様（乙吉町）
＊齋藤　光城  様（須子町）
＊林　　正巳  様（東町）
＊金島　新一  様（高津一丁目）
＊岡﨑　泰典  様（常盤町）
＊齋藤　美惠子  様（須子町）
＊内藤　宗紀  様（駅前町）
＊松本　祐二  様（神田町）
＊益田鹿足歯科医師会  様

学校医として児童生徒の健康管理・
増進にご尽力いただきました。
＊中島　匡博  様（高津二丁目）

平成平成平成262626年年年 市政功労表彰市政功労表彰市政功労表彰

～ 平成 27 年「市長と語り合う会」～
日頃から感じていることを市長と語り合いませんか ?

※ 地区外の方も遠慮なくご参加ください。

【問い合わせ先】市秘書広報課　☎ 31- 0111
皆さんが抱えている課題や市に

対する要望について、市長と直接意見
交換をし、より良い解決策や振興策

を考えていく会です。

「市長と語り合う会」ってなに？！
１月 27 日㈫　19：00 ～　美濃地区振興センター
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vol. 29

鎌か
ま
く
ら
ば
く
ふ

倉
幕
府
や
室む

ろ
ま
ち町

幕ば
く
ふ府

は
、
禅ぜ

ん
し
ゅ
う宗

、
特
に

臨り
ん
ざ
い
し
ゅ
う

済
宗
を
重
視
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
寺
院

の
序
列
化
を
は
か
り
、
五ご

ざ
ん山

・
十じ

ゅ
っ
さ
つ刹

・
諸し

ょ
ざ
ん山

と
い
っ
た
寺
の
格
を
作
り
ま
し
た
。
諸
山
ま

で
は
幕
府
が
特
に
重
要
と
認
め
た
寺
院
で
、

寺
領
が
保
護
さ
れ
、
住

じ
ゅ
う
し
ょ
く

職
も
幕
府
が
任
命
し

ま
し
た
。

　

中
世
益
田
に
は
諸
山
と
し
て
、
崇す

う
か
ん
じ

観
寺
が

あ
り
ま
し
た
。
崇
観
寺
は
、
龍り

ゅ
う
も
ん
し
げ
ん

門
士
源
を

開か
い
ざ
ん山

︵
初
代
住
職
︶
と
し
て
招
き
、
斎さ

い
と
う藤

長ち
ょ
う
じ
ゃ

者
の
妻
が
開か

い
き基

︵
出
資
者
︶
と
な
っ
て

開
か
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
永え

い
と
く徳

三

︵
一
三
八
三
︶
年
に
益ま

す
だ田

兼か
ね
み見

は
、崇
観
寺
を

諸
山
に
す
る
た
め
に
奔
走
し
た
と
置お

き
ぶ
み文

︵
家

訓
︶
に
記
し
て
い
ま
す
。
崇
観
寺
は
十
六
世

紀
初
め
頃
ま
で
に
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
衰

退
し
ま
し
た
が
、
事
実
上
の
後
身
と
し
て
医い

光こ
う

寺じ

が
あ
り
ま
す
。

　

医
光
寺
は
崇
観
寺
に
隣
接
す
る
脇わ

き
で
ら寺

で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
兼
見

の
置
文
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
益
田
宗む

ね
か
ね兼

が
こ
の
医
光
寺
を
大
切
に
し
、
崇
観
寺
に
代

わ
っ
て
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
崇
観
寺
と
医

光
寺
の
連
続
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
医
光

寺
の
釈し

ゃ
か迦

如に
ょ
ら
い来

坐ざ
ぞ
う像

が
あ
り
ま
す
。
近
年
の

調
査
で
そ
の
胎た

い
な
い内

か
ら
、
崇
観
寺
仏ぶ

つ
で
ん殿

の

本ほ
ん
ぞ
ん尊

と
し
て
益
田
兼
見
が
大お

お
だ
ん
な

檀
那
︵
出
資

者
︶と
な
っ
て
応お

う
あ
ん安

四︵
一
三
七
一
︶年
に
製

作
し
た
と
い
う
墨ぼ

く
し
ょ書

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
、
諸
山
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
が
、
大た

い
き
あ
ん

喜
庵
の
前
身
と
さ
れ
る
東と

う
こ
う
じ

光
寺
で

す
。
東
光
寺
は
山
寺
と
も
呼
ば
れ
、
益
田
兼

見
の
置
文
に
は
﹁
山
寺
﹂
が
見
え
ま
す
。
開

山
は
石せ

き
そ
う窓

長ち
ょ
う
み
ん

珉
で
す
。
室
町
中
期
に
は
住
職

を
幕
府
が
任
命
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸
山

と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

文ぶ
ん
め
い明

六
︵
一
四
七
四
︶
年
に
仏
殿
が
被
災

し
た
際
に
は
、
そ
の
復
興
費
用
の
勧か

ん
じ
ん進

︵
寄

附
︶
を
募
る
文
書
を
堺さ

か
い︵

大
阪
府
堺
市
︶
の

海か
い

会え

寺じ

の
季き

こ
う
だ
い
し
ゅ
く

弘
大
叔
が
書
い
て
お
り
、
重
要

な
寺
院
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

雪せ
っ
し
ゅ
う舟

が
描
い
た
重
要
文
化
財
の
益
田

兼か
ね
た
か堯

像
︵
益
田
市
所
蔵
︶
の
上
部
に
あ
る
賛さ

ん

︵
描
か
れ
た
人
を
讃
え
る
文
章
︶
は
東
光
寺

の
住
職
竹ち

く

心し
ん

周し
ゅ
う

鼎て
い

に
よ
る
も
の
で
す
。
優

れ
た
禅
僧
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
雪

舟
も
益
田
を
訪
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

中世益田講座　中世益田の寺院文化編（全 5 回）

第三回　臨済宗　崇観寺（医光寺）・東光寺

元
日
生
ま
れ
と
さ
れ
る
偉
人
の
一
人

に
聖
徳
太
子
が
い
ま
す
。
最
近
で
は
架

空
の
人
物
と
す
る
説
も
あ
る
も
の
の
、

古
代
日
本
最
大
の
巨
星
で
あ
り
、
日
本

史
全
体
を
通
し
て
も
圧
倒
的
な
そ
の
存

在
感
は
実
在
の
他
の
英
雄
た
ち
を
寄
せ

付
け
ま
せ
ん
。

平
成
よ
り
前
に
物
心
つ
い
た
方
な

ら
、
聖
徳
太
子
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る

厳
か
な
肖
像
の
一
万
円
札
は
今
な
お
記

憶
に
鮮
明
で
し
ょ
う
。
昭
和
５
年
に
百

円
札
に
登
場
し
て
以
来
、
昭
和
59
年
に

福
沢
諭
吉
の
一
万
円
札
が
発
行
さ
れ
る

ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
最
高
額
紙
幣
の

顔
で
あ
り
続
け
た
と
こ
ろ
に
格
の
違
い

を
感
じ
ま
す
。

確
か
に
、
聖
徳
太
子
の
功
績
は
際

立
っ
て
い
ま
す
。
19
歳
の
若
さ
で
摂
政

と
な
り
、内
政
・
外
交
と
も
旺
盛
な
意
欲

と
才
気
を
発
揮
し
ま
し
た
。
冠
位
十
二

階
に
よ
り
能
力
本
位
の
人
材
登
用
の
道

を
開
き
、
十
七
条
憲
法
に
お
い
て
公
務

に
就
く
者
の
心
得
を
説
く
な
ど
、
後
の

律
令
制
に
つ
な
が
る
行
政
機
構
の
形
成

を
強
力
に
推
し
進
め
ま
し
た
。
遣
隋
使

に
託
し
た
﹁
日
出
ず
る
処
の
天
子
、
書

を
日
没
す
る
処
の
天
子
に
致
す
﹂
で
始

ま
る
国
書
は
、
東
ア
ジ
ア
随
一
の
超
大

国
に
対
し
て
、
後
進
の
島
国
で
あ
り
な

が
ら
対
等
な
地
位
を
正
面
か
ら
主
張
し

た
も
の
で
、
貴
公
子
ら
し
か
ら
ぬ
肝
の

太
さ
が
読
み
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
陸
伝
来
の
仏
教
を
い
ち
早

く
取
込
み
、興
隆
に
導
い
た
こ
と
か
ら
、

日
本
仏
教
の
祖
と
も
評
さ
れ
ま
す
。
建

立
し
た
多
く
の
寺
院
の
中
で
も
、
法
隆

寺
は
現
存
す
る
木
造
建
築
物
と
し
て
世

界
最
古
を
誇
り
、
周
辺
の
建
造
物
と
と

も
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。一

度
に
十
人
の
話
を
聴
き
分
け
た
と

い
う
伝
説
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

超
人
的
な
理
解
力
と
記
憶
力
を
う
か
が

わ
せ
る
逸
話
で
す
が
、
私
と
し
て
は
、

意
思
決
定
に
際
し
多
く
の
人
の
意
見
に

耳
を
傾
け
た
こ
と
、
対
立
す
る
意
見
の

集
約
と
錯
綜
す
る
利
害
の
調
整
に
心
を

砕
い
た
こ
と
を
物
語
る
一
種
の
比
喩
と

解
釈
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
付
け
加
え

る
な
ら
ば
、
市
政
運
営
に
あ
た
り
常
に

心
が
け
て
い
る
﹁
対
話
と
協
調
﹂
の
精

神
も
、
さ
ら
に
は
今
後
の
益
田
市
発
展

の
た
め
の
道
筋
も
、
す
べ
て
あ
の
十
七

条
憲
法
冒
頭
の
一
節
﹁
和
を
以
っ
て
貴

し
と
為
す
﹂
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
感
じ
る
の
で
す
。

【問い合わせ先】 
　市文化財課　☎ 31-0623

重
要
文
化
財﹁
益
田
兼
堯
像
﹂の
賛
の
最
後
の
部

分
。
文
明
十
一︵
一
四
七
九
︶年
の﹁
中ち

ゅ
う
と
う
の
ぼ
う

冬
之
望
﹂

︵
十
一
月
十
五
日
︶
に
妙み

ょ
う
き
ほ
う

喜
峰
︵
東
光
寺
︶
の
周

鼎
が
書
い
た
と
あ
り
、
周
鼎
の
朱し

ゅ
い
ん印

が
二
つ
捺お

し
て
あ
り
ま
す
。

▲
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魅力ある地域づくりの取組紹介　
Vol. 5

小
野
地
区

二
条
地
区

﹃�

二
条
里
づ
く
り
の
会
発
足�

﹄

﹃�

歴
史
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り�

﹄

二
条
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
安
野
　
稔
起

小
野
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
　
地
域
魅
力
化
応
援
隊
員
　
山
本
　
勉

　

二
条
地
域
の
新
た
な
里
づ
く
り
、
活

性
化
に
向
け
て
昨
年
8
月
30
日
に
﹁
二

条
里
づ
く
り
の
会
﹂︵
自
治
組
織
︶
が
益

田
市
で
最
初
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
7
月
に
二
条
地
域
自
治
組

織
準
備
委
員
会
が
各
自
治
会
か
ら
推
薦

を
受
け
た
20
名
で
発
足
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
へ
の
聞
取
り
調
査
、
委
員
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
先
進
地
視
察
、
研

修
会
等
を
行
い
、
地
域
の
問
題
点
や
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
か
ら
﹁
里
山
を
生
か
し
、

人
と
自
然
が
つ
な
が
る
二
条
﹂
を
テ
ー

マ
に
組
織
を
立
ち
上

げ
、
地
域
全
員
の
力

で
新
た
な
事
業
を
展

開
し
活
力
あ
る
二
条

を
目
指
し
て
い
ま

す
。
組
織
は
、
三
つ

の
部
会︵
な
り
わ
い
、

く
ら
し
、ひ
と
︶か
ら

構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
を
決
め
地

　

今
年
度
、
小
野
地
区
で
は
地
域
自
治

組
織
の
設
立
に
向
け
て
、﹁
小
野
地
区
地

域
づ
く
り
協
議
会
準
備
委
員
会
﹂
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、当
準
備
委
員
会
は
、地
区
振
興

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
を
中
心
に
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
区
内
の
団
体

や
サ
ー
ク
ル
等
に
も
当
準
備
委
員
会
へ

の
加
入
を
促
し
な
が
ら
、
色
々
な
立
場

の
方
か
ら
意
見
を
広
く
求
め
て
い
き
、

小
野
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
取
組

み
と
し
て
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
育
成
、
②
地
区
内
の
石
碑
を
調
査
し

た
本
の
編
集
、
③
地
区
内
５
つ
の
自
主

防
災
組
織
の
連
携
支
援
、
④
小
野
地
区

の
歴
史
書
﹁
小
野
ふ
る
さ
と
誌
﹂
の
作

成
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

育
成
で
は
、
地
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
﹁
小
野
中
学
校
ふ
る
さ
と
学

域
一
丸
と
な
っ
て
取
組
み
、
参
画
で
き

る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
条
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
、
二
条
に
住
ん
で
良

か
っ
た
、そ
し
て
皆
が
生
き
生
き
、楽
し

く
、
心
豊
か
な
地
域
を
目
指
し
、
み
ん

な　

つ
ろ
う
て　

よ
う
し
ょ
う
や
ぁ
！

習
講
演
会
﹂
や
益
田
市
立
歴
史
民
俗
資

料
館
主
催
の
﹁
街
角
ウ
ォ
ー
ク
﹂
で
小

野
地
区
の
自
然
、
歴
史
や
景
観
な
ど
の

説
明
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

づ
く
り
の
成
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
始
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
多
く
の
方
が

小
野
地
区
の
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
に
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
小
野
地
区
の
歴
史
や
地

域
資
源
を
有
効
的
に
活
か
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

設立総会

部会会議

二条里づくりの会全体会議

街角ウォーク ふるさと講演会ふるさと講演会
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高
校
卒
業
後
の
進
路
で
悩
ん
で
い
た
時

に
、
先
生
か
ら
木
材
や
金
属
に
穴
を
空
け

た
り
削
っ
た
り
す
る
切
削
工
具
の
製
造
工

場
が
益
田
に
新
し
く
設
立
さ
れ
る
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
時
に
、

自
分
が
電
子
機
械
科
で
学
ん
だ
こ
と
が
活

か
せ
る
と
思
い
大
見
工
業
に
入
社
す
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。

　

島
根
益
田
工
場
は
平
成
24
年
に
設
立
さ

れ
た
工
場
な
の
で
ベ
テ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る

社
員
が
い
ま
せ
ん
。立
ち
上
げ
当
初
こ
そ
、

愛
知
県
安
城
市
に
あ
る
本
社
か
ら
派
遣
さ

れ
た
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
方
達
の
お
か
げ
で

何
と
か
な
り
ま
し
た
が
、
本
社
の
方
が
帰

ら
れ
た
後
は
分
か
ら
な
い
事
が
あ
る
度
に

本
社
に
電
話
を
し
て
聞
き
な
が
ら
作
業
を

す
る
な
ど
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
経
験
が
島
根
益
田
工
場

の
自
分
を
含
め
た
若
手
社
員
に
、
一
人
ひ

と
り
が
仕
事
に
つ
い
て
積
極
的
に
学
び
、

自
分
た
ち
だ
け
で
島
根
益
田
工
場
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
強
い
想
い
を
生

み
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
島
根
益
田
工
場
で
採
用
さ
れ

た
若
手
社
員
だ
け
で
運
営
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
私
は
切
削
ラ
イ
ン
で

旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
等
を
使
用
し
た
金
属
加

工
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

新
規
に
導
入
し
た
設
備
や
新
た
に
製
作
を

開
始
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど

に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
、
基
本
的
な
挨
拶
や
メ

モ
を
取
る
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
は

と
て
も
重
要
で
す
。
新
入
社
員
の
頃
は
先

輩
や
上
司
か
ら
仕
事
を
教
え
て
も
ら
わ
な

い
と
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
が
い
い
加
減
だ
と
、
周
り

に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
自

身
の
為
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
に
対
す
る
姿
勢
と
い
う
の
は
学
校

で
は
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
が
、
社
会
人

に
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
就
職
を
す
る
方
に
は
覚
え
て
お
い
て

欲
し
い
で
す
。

地
元
で
輝
く
先
輩
社
員
紹
介
事
業
　
第
4
回

若
手
社
員
が

　
輝
け
る
職
場
で
す

大見工業株式会社　島根益田工場

青木  敬洋 さん
あ お き た か ひ ろ

PROFILE
島根県益田市出身
益田翔陽高等学校卒業
大見工業株式会社に 2012 年入社
現在、島根益田工場にて旋盤・フライス等を使用
した金属加工作業に従事している

▲新たな製品の製作を開始するための
　プログラム開発

大見工業株式会社
http://www.omikogyo.co.jp/

■本社　愛知県安城市新明町 27-7
　　　　Tel．0566-75-8117
■島根益田工場　
　島根県益田市虫追町ロ 320 番地 105
　　　　Tel．0856-28-8028

昭和 5 年東京都大森三丁目に精密切削工具製作
を目的として大見工具製作所を設立
昭和 38 年大見工業株式会社に改組
平成 24 年島根益田工場が操業開始

問� 　

益
田
鹿
足
雇
用
推
進
協
議
会

　
　
【
益
田
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
】

　
　

☎
31
・
0
3
4
1

進
路
に
つ
い
て
の
悩
み

島
根
益
田
工
場
の
若
手
社
員
達

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

H  　C  　課
ホールカッター
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　益田地区において「大雨洪水・土砂災害」を想
定した益田市防災訓練を実施しました。当日は訓
練放送を合図に各自治会単位で避難訓練等を行っ
た後、益田東中学校において土のう作りや救急訓
練を行いました。
　また、益田警察署および島根県警察本部航空隊
では、県警ヘリコプター「ちどり」のホイストに
よる救出訓練、益田広域消防本部による負傷者救
出訓練も行いました。

　多年にわたって地域の防犯活動に尽力されてき
た方々に対する表彰式が行われ、益田市からは、坂
田二郎さんが防犯功労者防犯栄誉金賞、益田東の
子どもを育む会が功労ボランティア団体表彰をそ
れぞれ受賞され、この日、益田市防犯協会会長を
務める山本市長を訪問し受賞を報告しました。

　益田広域消防本部において、消防団活動に積極的
に協力いただいている市内の事業所に対して表示
証の交付式が開催されました。当日は消防団協力事
業所に認定された事業所の代表者が出席し、山本市
長から、日頃の消防団活動への協力に対する感謝の
言葉とともに表示証の交付を受けました。

平成 26 年
全国防犯功労者・功労団体表彰受賞

益田市消防団協力事業所
表示証交付式

希望に満ちた「将来の夢」を発表

「もしも」に備えての避難訓練

防災訓練を実施しました

　平成 16 年 11 月 1 日に益田市・美都町・匹見町
が合併してから 10 年が経ち、記念式典が開催され
ました。当日は 10 周年記念 DVD の上映や、新た
に制定された「市の魚」の発表があったほか、10 周
年にちなんで 10 歳の子ども達による市民憲章朗
読や将来の夢インタビューなど、明るい未来を感
じさせる式典となりました。

合併 10 周年記念式典開催

地域防災活動の充実に貢献されています

今後の一層のご活躍をお祈りします

10/18
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平
成
26
年
３
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
12
月
31

日
ま
で
の
期
間
に
転
入

し
、
住
宅
を
取
得
、
実
家

等
の
改
修
、
民
間
賃
貸
住
宅
や
実

家
等
に
入
居
さ
れ
た
方
に
対
す
る

益
田
市
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
応
援
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
１
月
30
日

㈮
が
申
請
の
期
限
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
申
請
期
限
後
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
人
口
拡
大
課
に

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
ま
す

だ
10
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 　

市
人
口
拡
大
課
定
住
促
進
係

　
　

☎
31
・
0
1
7
3

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

平成 27 年

大道山（打歌山）初日遙拝登山

［と　　き］2015 年  元旦
［集合場所］中垣内平原公園
［集合時間］5:50　　6:00 出発 ( 雨天決行 )
★ 頂上では、豚汁・お餅・福引・飲み物を準備しています。

［問い合わせ先］中西公民館　☎ 28-0501

大道山

至 二条

中西
小学校

J A

川登

〒 至 高津
→

三門BS

至 ファクトリーパーク 至ファクトリーパーク

中垣内出口BS（県道益田阿武線）

三谷

登山口

中垣内平原公園
Ｐ（駐車場） さーら打歌 雁丁池

中西保健福祉ｾﾝﾀｰ
中西公民館

市 

道
（
雁
丁
線
）

G S

至 戸田町
←

→

→

農
免
道

戸田柿本神社

419.6ｍ

R191号

←
中西分遣所

集合場所位置図

■ 

固
定
資
産
︵
土
地
・
建
物
︶
の
届

出
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

土
地
の
現
況
を
変
更
し
た
り
、

家
屋
の
増
改
築
・
用
途
の
変
更
･

取
り
壊
し
、
ま
た
、
未
登
記
家
屋

の
所
有
権
が
移
転
し
た
と
き
に
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
担
当
職
員

が
伺
い
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■	

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例
に
つ
い
て

　

住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を

特
に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の

面
積
に
よ
っ
て
、
小
規
模
住
宅
用

地
と
そ
の
他
の
住
宅
用
地
に
分
け

て
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
償
却
資
産
の
申
告

　

法
人
や
個
人
事
業
者
で
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

1
月
1
日
︵
賦
課
期
日
︶
現
在
所

有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

２
月
２
日
㈪
ま
で
に
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
ら

　

法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記

︵
相
続
登
記
︶の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

12
月
末
日
ま
で
に
こ
の
手
続
き

が
完
了
す
る
と
翌
年
か
ら
登
記
名

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
、

　
　

補
助
金
の
申
請
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
相
続

登
記
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
は
、

相
続
人
の
中
か
ら
﹁
納
税
通
知
書

等
書
類
を
受
領
し
て
頂
く
代
表

者
﹂
を
市
役
所
に
届
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

・

市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　

☎
31
・
０
６
１
０

　

・
美
都
住
民
福
祉
課　

　
　
　

☎
52
・
２
３
１
１

　

・
匹
見
住
民
福
祉
課　

　
　
　

☎
56
・
０
３
０
０

　

市
で
は
、
平
成
26
年
10
月
に
、

国
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
て
、
益
田
市
立
匹

見
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を
改

修
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
交
付
金
を
活
用
し
、

様
々
な
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問 　

市
人
口
拡
大
課
政
策
企
画
係

　
　

☎
31
・
0
1
2
1

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業

新たに整備した
グラウンド・ゴルフ場

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
の

Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

益
田
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附

金
は
、﹁
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た

い
！
﹂、﹁
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た

い
！
﹂
と
い
う
皆
さ
ん
の
気
持
ち

を
﹁
寄
附
金
﹂
と
し
て
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
活
用
す
る
制
度
で
す
。
寄
附
を

さ
れ
た
方
は
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

１
万
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た

市
外
在
住
の
個
人
の
方
に
は
、
益

田
市
の
特
産
品
を
進
呈
し
ま
す
。

　

12
月
か
ら
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
使
っ
た
納
付
が
可
能
と
な

り
、
よ
り
便
利
で
簡
単
に
寄
附
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
お

知
り
合
い
や
ご
親
戚
の
方
へ
、
益

田
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
制
度

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
検
索
！

問   
市
人
口
拡
大
課
政
策
企
画
係

　
　

☎
31
・
0
1
2
1

益
田
ふ
る
さ
と
寄
附
金

検
索

皆さんのお越しを
お待ちしています！
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医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

の
み
な
さ
ん
へ

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　
　

補
助
事
業
に
つ
い
て

＊
届
出
票
を

　
　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の

方
は
、
法
律
に
基
づ
き
2
年
ご
と

に
、
12
月
31
日
現
在
に
お
け
る
氏

名
、
住
所
等
届
出
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
事
項
を
届
出
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
そ
の
届
出
の
年
で
す
の

で
、
該
当
の
皆
さ
ん
は
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
票
が
お
手
元
に
な

い
場
合
に
は
、
益
田
保
健
所
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
は
、
今
後
の
厚
生
行

政
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

★	

対
象
者　

医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

★	

届
出
方
法　

平
成
26
年
12
月
31

日
現
在
の
状
況
を
届
出
用
紙
に

記
入
し
て
提
出

★
届
出
期
限　

1
月
15
日
㈭

★	

届
出
先　

従
事
先
を
管
轄
す
る

保
健
所

問 　
益
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支

援
課　

☎
31
・
9
5
4
3

　

新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
、
設
置
費
用
を
上
限

と
し
て
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
を
目
的
と

し
た
住
宅
等
へ
の
設
置
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

・

市
下
水
道
課

　
　
　

☎
31
・
０
３
２
３

　

・
美
都
建
設
課

　
　
　

☎
52
・
２
３
１
５

　

・
匹
見
建
設
課

　
　
　

☎
56
・
０
３
０
４

延床面積 人槽区分
補助金額

益田・美都地域 匹見地域
150㎡以下 5 人槽 332,000 円 352,000 円

150㎡超 7 人槽 414,000 円 441,000 円

2 世帯住宅 10 人槽 548,000 円 588,000 円

※「２世帯住宅」とは、浴室（シャワールームを含む）
　 および台所が２つ以上ある住宅が対象となります。

【平成 26年度補助金額】

益田川、14 年連続ワースト１位
～ 浄化槽を正しく使って、川をきれいに！～

　市内の代表的な河川のうち高津川は４年連続水質日本一ですが、益田川は環境
基準の定められている県内河川で最も水質が悪く、非常に残念な状況です。
　その原因の一つとして「各家庭のし尿や生活排水がきちんと処理されないまま
川に流されている」ことが考えられます。

　し尿や生活排水を処理する方法の一つに浄
化槽がありますが、正しく使わないと本来の
機能が発揮できず、汚れた水がそのまま流れ
ることもありますので、以下の３点を守って
ください。

生活排水がきちんと処理されている状況
（汚水処理人口普及率　H25 年度末）

① 不用となった薬品など浄化槽の機能を妨げる物を流さないこと。

② 浄化槽が良好な状態に保たれるよう「保守点検」と「清掃」を行うこと。
６月以下の懲役または
100 万円以下の罰金

③ 適正に管理されていることを確認するために「法定検査」を受検すること。 30 万円以下の過料

浄化槽を正しく機能させ、住みよい環境を守り、きれいな川や海を育みましょう。
詳しくは島根県ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】　益田保健所　☎ 31-9554　　ホームページ

100％
80％
60％
40％
20％
0％

益田市
（県内：最下位）

津和野町 吉賀町 島根県

34％

63％ 60％
76％

島根県　浄化槽について 検 索で
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開
発
事
業
を

　
　
　

計
画
す
る
時
に
は

2015年  農林業センサスに
　　 ご協力ください

　平成 27 年 2 月 1 日現在で、
全国一斉に“農林業の国勢調査”といわ
れる「2015 年農林業センサス」が実施
されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役
立てるために５年ごとに実施される極
めて大切な調査です。
　平成 26 年 12 月中旬から農林業を営
んでいる皆さんのところに調査員が訪
問して、調査票に農林業の経営状況など
の記入をお願いしています。ご協力をお
願いします。

問  市総務管財課　☎ 31-0141　

  

〜 

埋
蔵
文
化
財
の
確
認
は

　
　
　
　

  
お
済
み
で
す
か
？
〜

　

益
田
市
内
で
は
6
0
0
カ
所

以
上
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。遺
跡
に
お
い
て
、土
地
の
掘
削

や
盛
土
等
の
地
下
に
直
接
影
響
を

与
え
る
よ
う
な
工
事
を
行
う
場
合

に
は
、
工
事
着
手
60
日
前
ま
で
に

文
化
財
保
護
法
の
届
出
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
掘
削
の
深
さ
や
盛

土
の
厚
さ
に
よ
っ
て
は
届
出
を
要

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
市
文
化
財
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
前
に
発
掘

調
査
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
遺
跡
の
所
在
確
認
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

既
に
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
、

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
・

各
総
合
支
所
・
各
地
区
振
興
セ
ン

タ
ー
備
付
の
遺
跡
地
図
で
確
認
い

た
だ
け
ま
す
が
、未
発
見
遺
跡
が

存
在
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、不
明
な
点
は
市
文
化
財
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

埋
蔵
文
化
財
を
適
切
に
保
護

し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

★ 

事
業
を
計
画
す
る
時
に
は
、

　
遺
跡
の
有
無
を
ま
ず
確
認
！

問 　

市
文
化
財
課

　
　

☎
31
・
0
6
2
3

　
　

24
・
1
3
8
0

募　

集

平
成
27
年
度

訓
練
生
募
集
︵
4
月
入
校
︶

★
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

職
業
人
と
し
て
必
要
な
情
報
技

術
の
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得

に
併
せ
て
、
事
務
職
と
し
て
必

要
な
簿
記
会
計
お
よ
び
情
報
処

理
機
器
の
活
用
に
関
す
る
知
識
・

技
術
・
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

募
集
定
員　

8
名
程
度

応	

募
資
格　

原
則
と
し
て
18
歳
以

上
35
歳
未
満
で
、
高
等
学
校
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

方
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

受	

講
料

 
入
校
検
定
料  

2
、2
0
0
円

 
入
校
料  

5
、6
5
0
円

 

受
講
料  
9
、9
0
0
円
×
12
カ
月

  

︵ 

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料

等
9
0
、0
0
0
円
必
要
︶

★
建
築
科

木
造
建
築
物
の
建
築
施
工
と
こ

れ
に
関
連
す
る
設
計
、
積
算
な

ど
の
技
能
や
知
識
を
習
得
し
ま

す
。

募
集
定
員　

2
名
程
度

応	

募
資
格　

原
則
と
し
て
35
歳
未

満
で
、中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
。

受	

講
料　

無
料

　
︵ 

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
、検
定
料

等
6
5
、0
0
0
円
必
要
︶

★
機
械
加
工
・
溶
接
科

汎
用
工
作
機
械
お
よ
び
Ｎ
Ｃ
旋

盤
を
操
作
で
き
る
技
術
、
各
種

溶
接
方
法
の
技
術
お
よ
び
関
連

知
識
を
習
得
し
ま
す
。

募
集
定
員　

10
名
程
度

応	

募
資
格　

原
則
と
し
て
中
学
校
・

高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方
。

受	

講
料　

無
料

　
︵ 

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
、検
定
料

等
8
5
、0
0
0
円
必
要
︶

︻
共
通
事
項
︼

訓	

練
期
間

 

4
月
14
日
㈫
～
平
成
28
年
3

月
17
日
㈭
︵
1
年
間
︶

訓	

練
会
場　

島
根
県
立
西
部
高
等

技
術
校

募
集
期
間　

1
月
6
日
㈫
～

　

23
日
㈮
ま
で
※
当
日
消
印
有
効

応	

募
方
法　

① 

新
規
学
卒
の
方
は
直
接
当
校
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

新
規
学
卒
者
以
外
の
方
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
で
相
談
し

て
、
当
校
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
備
付
の﹁
入
校
願
﹂に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
受
付
受
理
後
、
当
校
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。　

入
校
検
定
日　

2
月
2
日
㈪

検	

定
会
場　

島
根
県
立
西
部
高
等

技
術
校

選	

抜
方
法　

学
力
検
査
︵
国
語
、

数
学
︶・
面
接

合
格
発
表　

2
月
6
日
㈮

問   

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

　

☎
22
・
2
4
5
0
︵
新
井
︶

　

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　

55
歳
以
上
の
方

受
講
料　

無
料
︵
国
の
委
託
事
業

に
よ
る
︶

★
介
護
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

　
　
　
（
調
理
補
助
業
務
付
）

日 　

2
月
9
日
㈪
～
23
日
㈪

　
　
︵
う
ち
平
日
9
日
間
︶

　
　

10
：
00
～
16
：
00

場 　

高
津
公
民
館
・
益
田
市
総
合

　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
定
員　

10
名

申
込
期
限　

1
月
26
日
㈪

問 　

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

　

☎
0
8
0
・
1
9
1
0
・
8
1
1
6

早
期
就
職
を
目
指
す

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習

島
根
県
遺
跡
マ
ッ
プ

検
索

益
田
市
文
化
財
課

検
索

西
部
高
等
技
術
校

検
索
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1 
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3

4 
5 

6 
7 

8 
9 

10

11
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13
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15
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17天
神

鬼
・

大
蛇（

石
見

神
楽

保
存

会
久

城
社

中
）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

20
: 5

0

弁
慶

・
頼

政（
石

見
神

楽
長

澤
社

中
:浜

田
市

）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

20
: 5

0

道
返

し・
大

蛇（
丸

茂
神

楽
社

中
）保

夜
神

楽
 1

9:
30

～
20

: 5
0

天
神

記
・

扇
原（

多
田

神
楽

保
存

会
）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

20
: 5

0

SU
N
日日

M
O

N
月

TU
E
火

W
ED

水
TH

U
木

FR
I
金

土
SA

T

役
市

役
所

市
市

民
学

習
セ

ン
タ

ー
総

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

人
人

権
セ

ン
タ

ー
商

商
工

会
議

所
子

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
い

い
こ

い
の

家
保

保
健

セ
ン

タ
ー（

益
田

駅
前

ビ
ル

EA
GA

）
や

匹
見

峡
温

泉
湯

美
都

温
泉

競
益

田
場

外
発

売
所

陸
陸

上
競

技
場

サ
サ

ッ
カ

ー
場

自
自

由
広

場
体

市
民

体
育

館
庭

庭
球

場
歴

歴
史

民
俗

資
料

館
雪

雪
舟

の
郷

記
念

館
体

図
図

書
館

グ
グ

ラ
ント

ワ
ひ

ひ
だ

まり
パ

ー
ク

み
と

◆ 今 月 は 国 民 健 康 保 険 税 （ ８ 期 ） 、 市 県 民 税 （ ４ 期 ） の 納 付 月 で す 。 期 限 内 完 納 に ご 協 力 く だ さ い 。

元
日

川
崎

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競

船
橋

競
馬

競
船

橋
競

馬
競

船
橋

競
馬

競
船

橋
競

馬
競

大
井

競
馬

競
大

井
競

馬
競

大
井

競
馬

競
大

井
競

馬
競

大
井

競
馬

競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競

1月
の
献
血

9日
（
金
）

※
休

日
応

急
診

療
所

は
、E

A
G

A
2階

 市
立

保
健

セ
ン

タ
ー

内
に

あ
り

ま
す

。
★

持
参

す
る

も
の：

保
険

証
、医

療
費

助
成

の
受

給
者

証
、使

っ
て

い
る

お
薬

が
分

か
る

も
の

、診
療

代
★

診
療

場
所

・
当

番
薬

局
は

直
前

に
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

　「
ま

す
だ

健
康

ダ
イ

ヤ
ル

24
」（

フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル
 0

12
0-

50
6-

10
3）

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

★
受

診
の

際
は

必
ず

事
前

に
連

絡
を！

内
科

・
小

児
科

　
9：

00
～

12
：3

0

石
見

ク
リ

ニ
ッ

ク
休

日
応

急
診

療
所

休
日

応
急

診
療

所
休

日
応

急
診

療
所

山
尾

医
院

休
日

応
急

診
療

所
石

見
ク

リ
ニ

ッ
ク

休
日

応
急

診
療

所

オ
ー

ル
薬

局
漢

方
益

田
薬

局
ベ

ニ
ヤ

薬
局

  東
町

店
順

天
堂

薬
局

サン
デ

ーズ
駅

前
店

き
り

ん
薬

局
野

村
大

盛
堂

薬
局

オ
ー

ル
薬

局
あ

け
ぼ

の
調

剤
薬

局

☎
22

-3
82

0
☎

23
-3

00
1

☎
24

-1
37

2
☎

31
-1

32
0

☎
23

-2
18

3
☎

24
-2

50
9

☎
22

-3
82

0
☎

31
-0

19
5

☎
23

-2
37

0　
 2

3-
23

71
☎

　
 3

1-
41

99
☎

　
 3

1-
41

99
☎

　
 3

1-
41

99
☎

22
-1

87
8　

 2
2-

18
79

☎
　

 3
1-

41
99

☎
23

-2
37

0　
 2

3-
23

71
☎

　
 3

1-
41

99

1日
（
木・
祝
）

2日
（
金
）

3日
（
土
）

4日
（
日
）

11
日（
日
）

12
日（
月・
祝
）

18
日（
日
）

25
日（
日
）

休
日
診
療
場
所

当
番
薬
局

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

※ 「 広 報 ま す だ 」 か ら 抜 き 取 っ て ご 利 用 く だ さ い

★
ま
す
だ
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

◎
ご
利
用
方
法

電
話

が
つ

な
が

り
ま

し
た

ら
、お

名
前

、
年

齢
を

告
げ

て
く

だ
さ

い
。

医
師

・
保

健
師

・
看

護
師

等
が

健
康

相
談

な
ど

に
応

じ
ま

す
。

い
つ

で
も

無
料

で
相

談
で

き
ま

す
。

（
24

時
間

年
中

無
休

）

★
健
康
相
談

※
1月
は
地
区
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

市
民

学
習

セ
ン

タ
ー

元
　

町
9：

30
～

11
：3

0
13

：0
0～

16
：0

0

官
庁
御
用
初
め

成
人
の
日

●
市

長
と

語
り

合
う

会
  （

美
濃

地
区

振
興

セン
ター

） 1
9：

00
～

※
発

着
時

間
等

は
お

断
り

なし
に

変
更

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
※

混
み

合
い

ま
す

の
で

、お
早

め
に

空
港

に
お

越
し

くだ
さ

い
。

　
定

時
出

発
に

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

1
月
1
日
～
3
1
日
の
時
刻
表

東
京

萩
・
石
見

東
京

空
港
情
報

1
1

: 0
0

1
2

: 4
5

1
3

: 5
0

1
5

: 1
5

1
6

: 2
0

1
8

: 0
5

1
8

: 4
5

2
0

: 1
0

萩
・

石
見

空
港

利
用

拡
大

促
進

協
議

会
事

務
局

  ☎
2

3
-0

9
9

0

島
根

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

  益
田

出
張

所
☎

23
-5

45
1

【
問

い
合

わ
せ

先
】

★
40

0m
L献

血
の

採
血

基
準

休
館

図
雪

歴
子

グ
休

館
図

雪
歴

子
休

館
図

雪
歴

子

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

や
湯

湯
休

館
湯

休
館

湯

休
館

湯

休
館

湯

休
館

や
子

休
館

や
子

休
館

子

し
ま

ね
家

庭
の

日
ノ

ー
マ

イカ
ー

デ
ー

●
移

動
ナ

ー
ス

バ
ン

ク（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
益

田
） 1

3：
00

～
16

：0
0

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

乳
児

健
診

保

●
ふ

れ
あ

い
福

祉・
老

人
母

子
相

談
総

10
：0

0～
15

：0
0 総

●
無

料
法

律
相

談
13

：0
0～

15
：0

0（
要

予
約

☎
22

-7
25

6）

10
：0

0～
15

：0
0（

要
予

約
☎

31
-0

41
2）

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
 （

益
田

ひ
ま

わ
り

基
金

法
律

事
務

所
）

10
：0

0～
15

：0
0（

要
予

約
 ☎

31
-0

41
2）

●
お

は
なし

会
10

：3
0～

図

10
：3

0～
●
子

育
て

支
援

サ
ー

ク
ル

と
どら

あ
　ぐ

る
う

ぷ
の

日
子

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

休
館

図

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談

●
心

配
ご

と
相

談
 （

匹
見

保
健

セ
ン

タ
ー

） 9
：0

0～
11

：3
0

市 総
13

：3
0～

15
：0

0
●

無
料

な
ん

で
も

女
性

相
談

  「
リン

グ・
ベ

ル
」

（
要

予
約

1/
6～

9 
10

：0
0～

17
：0

0
☎

31
-1

69
0 

石
西

ひ
まわ

り
基

金
法

律
事

務
所

）
当

日
受

付
可

●
グ

リ
ー

ン
ひ

だ
ま

り
杯

G・
G

大
会

ひ

●
移

動
経

営
相

談（
小

野
地

区
振

興
セン

ター
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 

●
移

動
経

営
相

談（
鎌

手
地

区
振

興
セン

ター
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 

保
11

：0
0～

15
：0

0
●
ひ

とり
親

家
庭

巡
回

就
業

相
談

　（
前

日
ま

で
に

要
予

約
 ☎

31
-0

24
3）

13：
30

～
15：

00
●
定

例
経

営
相

談
商

　（
要

予
約

 ☎
22

-0
08

8）

13
：0

0～
17

：0
0

人
●

司
法

書
士・

行
政

書
士

無
料

法
律

相
談

　（
要

予
約

 ☎
01

20
-1

14
-2

34
）

●
心

配
ご

と
相

談
9：

00
～

12
：0

0
市

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

3
歳

児
健

診
保

（
要

予
約

 1
/1

5迄
 島

根
県

交
通

事
 故

相
談

所
 ☎

08
52

-2
2-

51
02

）
 ※

予
約

が
あ

る
場

合
に

開
設

●
交

通
事

故
相

談
役

9：
00

～
15

：0
0

10
：0

0～
15

：0
0

●
老

人
母

子
相

談
総

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

●
こ

こ
ろ

の
相

談（
益

田
保

健
所

）
13

：0
0～

15
：0

0  （
要

予
約

☎
31

-9
54

5）
 

２
歳

児
歯

科
健

診
保

●
1月

 月
例

杯
G・

G
大

会
ひ

●
ふ

れ
あ

い
G・

G
大

会
ひ

●
手

話
に

よ
る

年
金

相
談（

浜
田

年
金

事
務

所
） 

13
：0

0～
16

：0
0

●
ひ

とり
親

家
庭

法
律

相
談（

い
わ

み
ー

る
） 1

3：
30

～
15

：3
0（

前
日

ま
で

に
要

予
約

 ☎
08

52
-3

2-
59

20
）

１
歳

６カ
月

児
健

診
保

●
出

張
年

金
相

談
10

：0
0～

15
：0

0
市

●
心

配
ご

と
相

談（
東

仙
道

地
区

振
興

セ
ン

タ
ー

） 
10

：0
0～

12
：0

0
●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

★
は

ぴ
こ

交
流

サ
ロ

ン
開

設
　（

益
田

会
場

）

★
大

道
山

初
日

遙
拝

登
山

★
水

仙
の

里
か

ま
て

ウ
ォ

ー
ク

★
新

春
神

楽
鑑

賞
会

　（
種

地
区

振
興

セ
ン

タ
ー

）
★

成
人

式

人
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Ja
nu

ar
y

平
成
27
年

1

18
 

19
 

20
 

21
 

22
 

23
 

24

25
 

26
 

27
 

28
 

29
 

30
 

31
 

28
 

29
 

30
 

31
 

1 
2 

3

4 
5 

6 
7 

8 
9 

10

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17天
神

鬼
・

大
蛇（

石
見

神
楽

保
存

会
久

城
社

中
）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

20
: 5

0

弁
慶

・
頼

政（
石

見
神

楽
長

澤
社

中
:浜

田
市

）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

20
: 5

0

道
返

し・
大

蛇（
丸

茂
神

楽
社

中
）保

夜
神

楽
 1

9:
30

～
20

: 5
0

天
神

記
・

扇
原（

多
田

神
楽

保
存

会
）

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

20
: 5

0

SU
N
日日

M
O

N
月

TU
E
火

W
ED

水
TH

U
木

FR
I
金

土
SA

T

役
市

役
所

市
市

民
学

習
セ

ン
タ

ー
総

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

人
人

権
セ

ン
タ

ー
商

商
工

会
議

所
子

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
い

い
こ

い
の

家
保

保
健

セ
ン

タ
ー（

益
田

駅
前

ビ
ル

EA
GA

）
や

匹
見

峡
温

泉
湯

美
都

温
泉

競
益

田
場

外
発

売
所

陸
陸

上
競

技
場

サ
サ

ッ
カ

ー
場

自
自

由
広

場
体

市
民

体
育

館
庭

庭
球

場
歴

歴
史

民
俗

資
料

館
雪

雪
舟

の
郷

記
念

館
体

図
図

書
館

グ
グ

ラ
ント

ワ
ひ

ひ
だ

まり
パ

ー
ク

み
と

◆ 今 月 は 国 民 健 康 保 険 税 （ ８ 期 ） 、 市 県 民 税 （ ４ 期 ） の 納 付 月 で す 。 期 限 内 完 納 に ご 協 力 く だ さ い 。

元
日

川
崎

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競

船
橋

競
馬

競
船

橋
競

馬
競

船
橋

競
馬

競
船

橋
競

馬
競

大
井

競
馬

競
大

井
競

馬
競

大
井

競
馬

競
大

井
競

馬
競

大
井

競
馬

競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競

1月
の
献
血

9日
（
金
）

※
休

日
応

急
診

療
所

は
、E

A
G

A
2階

 市
立

保
健

セ
ン

タ
ー

内
に

あ
り

ま
す

。
★

持
参

す
る

も
の：

保
険

証
、医

療
費

助
成

の
受

給
者

証
、使

っ
て

い
る

お
薬

が
分

か
る

も
の

、診
療

代
★

診
療

場
所

・
当

番
薬

局
は

直
前

に
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

　「
ま

す
だ

健
康

ダ
イ

ヤ
ル

24
」（

フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル
 0

12
0-

50
6-

10
3）

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

★
受

診
の

際
は

必
ず

事
前

に
連

絡
を！

内
科

・
小

児
科

　
9：

00
～

12
：3

0

石
見

ク
リ

ニ
ッ

ク
休

日
応

急
診

療
所

休
日

応
急

診
療

所
休

日
応

急
診

療
所

山
尾

医
院

休
日

応
急

診
療

所
石

見
ク

リ
ニ

ッ
ク

休
日

応
急

診
療

所

オ
ー

ル
薬

局
漢

方
益

田
薬

局
ベ

ニ
ヤ

薬
局

  東
町

店
順

天
堂

薬
局

サン
デ

ーズ
駅

前
店

き
り

ん
薬

局
野

村
大

盛
堂

薬
局

オ
ー

ル
薬

局
あ

け
ぼ

の
調

剤
薬

局

☎
22

-3
82

0
☎

23
-3

00
1

☎
24

-1
37

2
☎

31
-1

32
0

☎
23

-2
18

3
☎

24
-2

50
9

☎
22

-3
82

0
☎

31
-0

19
5

☎
23

-2
37

0　
 2

3-
23

71
☎

　
 3

1-
41

99
☎

　
 3

1-
41

99
☎

　
 3

1-
41

99
☎

22
-1

87
8　

 2
2-

18
79

☎
　

 3
1-

41
99

☎
23

-2
37

0　
 2

3-
23

71
☎

　
 3

1-
41

99

1日
（
木・
祝
）

2日
（
金
）

3日
（
土
）

4日
（
日
）

11
日（
日
）

12
日（
月・
祝
）

18
日（
日
）

25
日（
日
）

休
日
診
療
場
所

当
番
薬
局

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

※ 「 広 報 ま す だ 」 か ら 抜 き 取 っ て ご 利 用 く だ さ い

★
ま
す
だ
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

◎
ご
利
用
方
法

電
話

が
つ

な
が

り
ま

し
た

ら
、お

名
前

、
年

齢
を

告
げ

て
く

だ
さ

い
。

医
師

・
保

健
師

・
看

護
師

等
が

健
康

相
談

な
ど

に
応

じ
ま

す
。

い
つ

で
も

無
料

で
相

談
で

き
ま

す
。

（
24

時
間

年
中

無
休

）

★
健
康
相
談

※
1月
は
地
区
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

市
民

学
習

セ
ン

タ
ー

元
　

町
9：

30
～

11
：3

0
13

：0
0～

16
：0

0

官
庁
御
用
初
め

成
人
の
日

●
市

長
と

語
り

合
う

会
  （

美
濃

地
区

振
興

セン
ター

） 1
9：

00
～

※
発

着
時

間
等

は
お

断
り

なし
に

変
更

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
※

混
み

合
い

ま
す

の
で

、お
早

め
に

空
港

に
お

越
し

くだ
さ

い
。

　
定

時
出

発
に

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

1
月
1
日
～
3
1
日
の
時
刻
表

東
京

萩
・
石
見

東
京

空
港
情
報

1
1

: 0
0

1
2

: 4
5

1
3

: 5
0

1
5

: 1
5

1
6

: 2
0

1
8

: 0
5

1
8

: 4
5

2
0

: 1
0

萩
・

石
見

空
港

利
用

拡
大

促
進

協
議

会
事

務
局

  ☎
2

3
-0

9
9

0

島
根

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

  益
田

出
張

所
☎

23
-5

45
1

【
問

い
合

わ
せ

先
】

★
40

0m
L献

血
の

採
血

基
準

休
館

図
雪

歴
子

グ
休

館
図

雪
歴

子
休

館
図

雪
歴

子

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

や
湯

湯
休

館
湯

休
館

湯

休
館

湯

休
館

湯

休
館

や
子

休
館

や
子

休
館

子

し
ま

ね
家

庭
の

日
ノ

ー
マ

イカ
ー

デ
ー

●
移

動
ナ

ー
ス

バ
ン

ク（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
益

田
） 1

3：
00

～
16

：0
0

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

乳
児

健
診

保

●
ふ

れ
あ

い
福

祉・
老

人
母

子
相

談
総

10
：0

0～
15

：0
0 総

●
無

料
法

律
相

談
13

：0
0～

15
：0

0（
要

予
約

☎
22

-7
25

6）

10
：0

0～
15

：0
0（

要
予

約
☎

31
-0

41
2）

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
 （

益
田

ひ
ま

わ
り

基
金

法
律

事
務

所
）

10
：0

0～
15

：0
0（

要
予

約
 ☎

31
-0

41
2）

●
お

は
なし

会
10

：3
0～

図

10
：3

0～
●
子

育
て

支
援

サ
ー

ク
ル

と
どら

あ
　ぐ

る
う

ぷ
の

日
子

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

休
館

図

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談

●
心

配
ご

と
相

談
 （

匹
見

保
健

セ
ン

タ
ー

） 9
：0

0～
11

：3
0

市 総
13

：3
0～

15
：0

0
●

無
料

な
ん

で
も

女
性

相
談

  「
リン

グ・
ベ

ル
」

（
要

予
約

1/
6～

9 
10

：0
0～

17
：0

0
☎

31
-1

69
0 

石
西

ひ
まわ

り
基

金
法

律
事

務
所

）
当

日
受

付
可

●
グ

リ
ー

ン
ひ

だ
ま

り
杯

G・
G

大
会

ひ

●
移

動
経

営
相

談（
小

野
地

区
振

興
セン

ター
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 

●
移

動
経

営
相

談（
鎌

手
地

区
振

興
セン

ター
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 

保
11

：0
0～

15
：0

0
●
ひ

とり
親

家
庭

巡
回

就
業

相
談

　（
前

日
ま

で
に

要
予

約
 ☎

31
-0

24
3）

13：
30

～
15：

00
●
定

例
経

営
相

談
商

　（
要

予
約

 ☎
22

-0
08

8）

13
：0

0～
17

：0
0

人
●

司
法

書
士・

行
政

書
士

無
料

法
律

相
談

　（
要

予
約

 ☎
01

20
-1

14
-2

34
）

●
心

配
ご

と
相

談
9：

00
～

12
：0

0
市

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

3
歳

児
健

診
保

（
要

予
約

 1
/1

5迄
 島

根
県

交
通

事
 故

相
談

所
 ☎

08
52

-2
2-

51
02

）
 ※

予
約

が
あ

る
場

合
に

開
設

●
交

通
事

故
相

談
役

9：
00

～
15

：0
0

10
：0

0～
15

：0
0

●
老

人
母

子
相

談
総

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

●
こ

こ
ろ

の
相

談（
益

田
保

健
所

）
13

：0
0～

15
：0

0  （
要

予
約

☎
31

-9
54

5）
 

２
歳

児
歯

科
健

診
保

●
1月

 月
例

杯
G・

G
大

会
ひ

●
ふ

れ
あ

い
G・

G
大

会
ひ

●
手

話
に

よ
る

年
金

相
談（

浜
田

年
金

事
務

所
） 

13
：0

0～
16

：0
0

●
ひ

とり
親

家
庭

法
律

相
談（

い
わ

み
ー

る
） 1

3：
30

～
15

：3
0（

前
日

ま
で

に
要

予
約

 ☎
08

52
-3

2-
59

20
）

１
歳

６カ
月

児
健

診
保

●
出

張
年

金
相

談
10

：0
0～

15
：0

0
市

●
心

配
ご

と
相

談（
東

仙
道

地
区

振
興

セ
ン

タ
ー

） 
10

：0
0～

12
：0

0
●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

★
は

ぴ
こ

交
流

サ
ロ

ン
開

設
　（

益
田

会
場

）

★
大

道
山

初
日

遙
拝

登
山

★
水

仙
の

里
か

ま
て

ウ
ォ

ー
ク

★
新

春
神

楽
鑑

賞
会

　（
種

地
区

振
興

セ
ン

タ
ー

）
★

成
人

式

人
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くらしの情報

 

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

★
市
営
住
宅
入
居
者

①
須
子
町
60
番
8
号

　
　
　
︵
須
子
住
宅　

3
Ｄ
Ｋ
︶

②
美
都
町
丸
茂
１
１
８
２
番
10
号

　
　
　
︵
丸
茂
住
宅　

2
Ｄ
Ｋ
︶

空
き
戸
数　

①
② 

各
１
戸

建
設
年
度　

①
平
成
12
年
度　

　
　
　
　
　

②
平
成
16
年
度

月
々
の
費
用　

家
賃

①
２
２
、9
０
０
円
～
４
5
、0
０
０
円

②
１
７
、２
０
０
円
～
３
３
、8
０
０
円

　
　
　
　
︵
収
入
に
よ
り
異
な
る
︶

◎
外
灯
・
共
同
水
栓
等
の
共
益
費

◎
浄
化
槽
管
理
費

◎
Ｔ
Ｖ
共
同
受
信
費
︵
須
子
住
宅
︶

※ 

丸
茂
住
宅
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

加
入
が
必
要
で
す
。

◎ 

駐
車
場
使
用
料
︵
須
子
住
宅
は
平
成
27

年
度
有
料
化
予
定
・
丸
茂
住
宅
は
有
料
︶

入
居
可
能
予
定
日　

3
月
中
旬  

予
定

申
込
期
間　

1
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮

　

※
17
時
必
着

申
込
資
格

◎ 

現
在
、住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

◎ 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方

　

※
丸
茂
住
宅
は
単
身
可

◎ 

入
居
手
続
完
了
後
す
み
や
か
に
入
居

で
き
る
方

◎
一
定
の
収
入
基
準
以
下
の
方

◎
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◎
暴
力
団
員
で
な
い
方

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ	

の
他　

入
居
時
に
は
連
帯
保
証
人
︵
１

名
︶
が
必
要
で
す
。

※ 

な
お
、
原
浜
、
上
黒
谷
、
黒
石
、
田
倉
、

久
城
、
須
子
住
宅
︵
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
︶、
都
茂
上
、
朝
日
、
椎
ノ
木
、
湯

の
香
、
久
保
坂
、
宮
の
原
、
匹
見
町
の

住
宅
等
は
、
順
番
待
ち
住
宅
と
し
て
随

時
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

★
県
営
住
宅
入
居
者

空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

　

1
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮ 

必
着

※ 

募
集
団
地
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選　

2
月
下
旬　
　

入
居
予
定
日　

3
月
中
旬

申  	

問 

島
根
県
住
宅
供
給
公
社  

益
田
住

宅
管
理
事
務
所　

☎
31
・
1
5
3
0

納税義務者の方へ
★
申
告
に
あ
た
っ
て

　

標
記
の
納
付
証
明
の
金
額
は
申
告
の
際
に

社
会
保
険
料
控
除
額
と
し
て
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
告
で
は
こ
の
納
付
証
明
の
添

付
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

★
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
は
個
人
課
税
で
は
な
く

世
帯
主
課
税
方
式
の
た
め
、
納
付
済
額
は
各

被
保
険
者
別
で
な
く
、
世
帯
主
名
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
内
で
複
数
の
被
保
険
者
が
申

告
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
税
納
付
済

額
を
基
に
、
各
申
告
者
が
実
際
に
支
払
っ
た

金
額
を
申
告
書
の
社
会
保
険
料
控
除
欄
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

★
未
着
ま
た
は
紛
失
さ
れ
た
場
合

　

納
付
済
額
に
つ
い
て
の
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
に
は
一
切
お
答
え
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
保
険
課
︵
⑤
番
の
窓
口
︶
ま
た
は
美

都
・
匹
見
住
民
福
祉
課
で
再
発
行
し
て
い
た

だ
く
か
、
郵
便
で
の
本
人
住
所
へ
の
再
送
付

と
な
り
ま
す
。

★
特
別
徴
収
の
納
税
義
務
者
の
方

　

特
別
徴
収︵
年
金
天
引
き
︶で
保
険
料︵
税
︶

の
納
付
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
当
市
か
ら
の

納
付
証
明
の
代
わ
り
に
日
本
年
金
機
構
、
各

共
済
組
合
よ
り
源
泉
徴
収
票
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
の
所
得
な
ど

に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。
保
険
税
を
正

し
く
算
定
す
る
た
め
、
全
世
帯
員
の
所
得
申

告
が
必
要
で
す
。

★
保
険
税
の
減
額

　

保
険
税
額
を
算
定
す
る
際
に
、
法
令
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
所
得
基
準
を
下
回
る
世
帯

は
、保
険
税
を
減
額
で
き
ま
す
。︵
減
額
割
合

は
７
割
、５
割
、２
割
︶

　

減
額
で
き
る
か
ど
う
か
は
、世
帯
全
員︵
国

民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
非
加
入
を
問
い
ま

せ
ん
︶
の
総
所
得
金
額
等
の
合
算
額
に
よ
り

判
断
し
ま
す
の
で
、
収
入
状
況
が
不
明
な
方

が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
所
得
の

把
握
が
で
き
ず
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

制
度
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
保
険
税
の
算
定
の
た
め
、
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
・
失
業
保
険
な
ど
の
非
課
税

所
得
の
み
の
方
や
収
入
が
な
か
っ
た
方
、
税

法
上
ご
家
族
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い
方
な

ど
も
必
ず
所
得
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

 

市
保
険
課　

☎
31
・
0
2
1
2

 

美
都
住
民
福
祉
課 

☎
52
・
2
3
1
2

 

匹
見
住
民
福
祉
課 

☎
56
・
0
3
0
2

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
済
額
の
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

正
し
い
保
険
税
の
算
定
の
た
め

　
　

所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

送
付
予
定
日
：
1
月
中
旬

※
納
付
証
明
は
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す

シマネスクくにびき学園
西部校　学園祭

日  1 月 31 日㈯　9：30～15：00
場  いわみーる（浜田市野原町 1826-1）

問  くにびき学園西部校事務局
　　☎ 0855-24-9336

各科の研修発表やチャリティバザー、
陶芸絵付け、即売やお茶席など新春の
ひとときをお楽しみください。
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information
くらしの情報

　島根県租税教育推進協議会連合会、
島根県青色申告会連合会および社団法
人島根県法人会連合会では、県内の小
学 6 年生（複式学級については 5 年生
を含む）を対象に「暮らしを支える身
近な公共施設」などを題材にした「税
に関する絵はがき」を募集したところ、
県内170校から4,864点の応募があり
ました。
　益田市からは、13 校から 311 点の
応募があり、次のとおり 17 点が入賞し
ました。

に関する絵はがきコンクール　受賞者のお知らせに関する絵はがきコンクール　受賞者のお知らせに関する絵はがきコンクール　受賞者のお知らせ

審査員会特別賞
（県コンクール特別賞）

〈益田小 6年〉永 尾 太 一 さん

審査員会特別賞
（県コンクール特別賞）

〈吉田小 6年〉松 元 宙 樹 さん
審査員会特別賞

（県コンクール特別賞）

〈中西小 6年〉椋 木 碧 唯 さん賞 小学校学年 氏　　名
益田地区租税教育推進協議会代表幹事賞 安田小　6 年 齋藤 可鈴  さん

益田税務署管内青色申告会連合会長賞 中西小　6 年 後藤 沙綾  さん

益田税務署長賞 道川小　6 年 栗栖 巴菜  さん

島根県西部県民センター所長賞 吉田小　6 年 藤原 日向  さん 

益田市長賞 吉田小　6 年 和﨑 文哉  さん 

益田市教育長賞 高津小　6 年 小﨑 　杏  さん

益田税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞 高津小　6 年 藤井 えみ  さん

益田間税会長賞 吉田小　6 年 森山 　愛  さん

中国税理士会益田支部長賞 真砂小　5 年 澄川 郁矢  さん

益田税務署管内青色申告会連合会特別賞 益田小　6 年 長岡 雅飛  さん

益田税務署管内青色申告会連合会特別賞 中西小　6 年 瀬戸 航太  さん

公益社団法人　益田法人会特別賞 西益田小6 年 中田 涼葉  さん

公益社団法人　益田法人会特別賞 豊川小　6 年 寺戸 花心  さん

公益社団法人　益田法人会特別賞 都茂小　6 年 河本紗都美さん

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

病気見舞

地域の運動会・
スポーツ大会へ
の飲食物等の差
入

お歳暮・お年賀

お祭りへの
寄附・差入

入学祝・卒業祝

町内会の集会・
旅行等の催物へ
の寸志・飲食物
の差入

葬儀の花輪・
供花

落成式・
開店祝等の
花輪

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

総務省なるほど！選挙「寄附の禁止」
総務省　寄附の禁止 明るい選挙推進協会　三ない運動

（公財）明るい選挙推進協会
検 索 検 索

税
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information
くらしの情報

　国土交通省では、昨年から山陰道（益田～萩）の整備
に関して検討を進めています。検討に際し、近いうちに

『山陰道（須子～萩）の道路計画に関するアンケート調査』
が実施され、市役所および各総合支所等に配布されます。

　島根県内の高速道路は全国的にみても整備が遅れてお
り、特に益田市から西へ延びる山陰道（須子～萩）の区
間は、県内で最も事業化の手続きが遅れている区間です。

　益田市では国に対し『全線事業化』による早期整備を
要望しています。他の都道府県にくらべて遅れている山
陰道の整備を進めるためには、アンケートでの地域の皆
さんの声が何よりも大切です。

問　市都市整備課国県事業推進室　☎ 31-0371

アンケートへのご協力をよろしくお願いします

地域の力で山陰道を作ろう！ 　

地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
て

い
る
皆
さ
ん
。
ま
ず
は
地
元
Ⅰ
Ｔ

企
業
や
県
外
か
ら
の
立
地
企
業
を

知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
思
い
が
け
な
い
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
す
。

︻
大
阪
会
場
︼

日 　

１
月
18
日
㈰　

　
　

13
：
00
～
17
：
00　

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
の

　
　
　
　
　

転
職
フ
ェ
ア

相
談
・
催
し

島
根
の
Ⅰ
Ｔ
企
業
が
大
集
結
！

Ⅰ
T 

W
O
R
K
S
@
島
根

検
索

場　

O
B
P
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー

　
　
︵
大
阪
市
中
央
区
︶

︻
東
京
会
場
︼

日 　

１
月
25
日
㈰

　
　

13
：
00
～
17
：
00　

場　

浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　
　
︵
東
京
都
台
東
区
︶

　

参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前

申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

W
e
b
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 　

島
根
県
産
業
振
興
課　

　

☎
0
8
5
2
・
22
・
6
2
2
0

　

毎
月
第
2
土
曜
日
に
、
結
婚
を

望
む
独
身
男
女
の
相
談
に
応
じ
、

出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
お

手
伝
い
す
る
﹁
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ

ン
益
田
会
場
﹂
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
結
婚
を
望
む
独
身
男
女
で
あ

れ
ば
無
料
で
相
談
や
情
報
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

﹁
は
ぴ
こ
﹂と
は
、﹁
島
根
は
っ
ぴ
ぃ

こ
ー
で
ぃ
ね
ー
た
ー
﹂の
愛
称
で
、

独
身
男
女
の
縁
結
び
を
応
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日  
1
月
10
日
㈯

　

・
昼
の
部  

10
：
00
～
12
：
00

　

・
夜
の
部  

18
：
00
～
20
：
00

場   
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　

   
多
目
的
室 

　
　
︵
駅
前
ビ
ル 

E
A
G
A
内
︶

♥
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
先

  

益
田
・
吉
賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ
会

︵
事
務
局
：
金
本
哲
也
︶

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※ 

事
前
予
約
の
方
を
優
先
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

﹁
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン

  

益
田
会
場
﹂ 

今
月
の
開
催

環境と豊かな暮らしを考える講演会　「豊かな暮らしと里山資本主義」

　益田市は自然の豊かさを感じることのできる環境にあります。一方社会全体では、エネルギー問題や少子高齢
化、人口減少など様々な課題を抱えている現在、「里山資本主義」の著者、藻谷浩介氏を招き、改めて未来に継続
する「豊かさ」とは何かということを考え、気づきを得ることを目的とした講演会を開催します。

～ 講師プロフィール ～
㈱日本総合研究所調査部主席研究員。㈱日本政策投資銀行地域企画部特任顧問。特定非営利活動法人 ComPus 地域経
営支援ネットワーク理事長。
山口県生まれの 50 歳。東京大学法学部卒業。平成合併前 3,200 市町村の全て、海外 70 カ国をほぼ私費で訪問し、地
域特性を多面的に把握し、地域振興や人口成熟問題に関し精力的に研究・著作・講演を行う。近著に「デフレの正体」、
第 7 回新書大賞を受賞した「里山資本主義」（ともに角川 One テーマ 21）など。

【日　時】2 月 1 日 ㈰  19：00 ～ 20：45　　　
【場　所】市立市民学習センター　多目的ホール　  入場無料
【講　師】藻谷　浩介　氏

【主　催】益田市地球温暖化対策地域協議会　【問い合わせ先】市環境衛生課　☎ 31-0232
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問い合わせ先：益田税務署  ☎ 22-0444

詳しい情報は国税庁ホームページへ 国税庁 で 検　索

益田税務署からのお知らせ

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
で「申告書」が作成できます！

　給与所得者で年末調整を受け、確定申告の必要がない方でも、医療費控除を受ける場合など、源泉徴収された税
金が納め過ぎになっているときには、還付を受けるための申告（還付申告）により所得税および復興特別所得税を
還付することができます。
　還付を受けるための申告書は、１月から提出することができますので、e-Tax または郵送などで早めに提出して
いただくようお願いします。
　なお、申告書を作成されてない方で作成の相談を必要とされる場合は、2月16日㈪から 3月16日㈪までの税務署
の申告会場をご利用ください。

① 災害や盗難、横領により住宅や家財などの資産に受けた損害などについて雑損控除を受ける場合
② 病気やけがなどで支払った多額の医療費について医療費控除を受ける場合
③ 家屋を住宅借入金等で新築や購入、増改築等をして、（特定増改築等）住宅借入金等特別控除を受ける場合など

画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、医療費控除などの所得税の確定申告書を作成
することができます。そのほか消費税および贈与税の申告書や青色申告決算書などを作成することができます。　

作成した電子申告データをｅ－Ｔａｘで送信できます。
また、印刷して郵送等により税務署へ提出することもできます。

※ これ以外にも還付される場合があります。詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
※ 控除の適用を受けるための要件や、必要な添付書類等は事前にご確認ください。
※ 給与所得者で確定申告の必要がない方が還付申告をする場合は、その他の各種の所得（退職所得を除く）も申告が必要です。

便 利 ！ 

所得税および復興特別所得税が還付される場合

①
②

③

①確定申告書等作成コーナーをクリック ②確定申告書等作成コーナーをクリック ③作成開始をクリック
※画面は平成25年分の確定申告書等作成

コーナーページです。★申告書等の作成は「確定申告書等作成コーナー」で

★「確定申告書等作成コーナー」のご案内

★申告書等の提出方法は …

申 告
確 定 便利な 確定申告書の作成は

「確定申告書等作成コーナー」で !!
画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税および贈
与税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。

e-Tax
で

データ送信

書 面
で

提 出
または

作成した申告書等は…
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健康＆子育てだより

市立保健センター　（     23-7134）
　健康増進課 ☎31-0214
　子育て支援課 ☎31-0243
　地域医療対策室 ☎31-0213
美都総合支所 住民福祉課 ☎52-2312
匹見総合支所 住民福祉課 ☎56-0302
メールアドレス
　hoken-center@city.masuda.lg.jp

FAX

大
腸
が
ん
検
診
︵
郵
送
法
︶

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

ご
自
分
で
直
接
、
容
器
を
検
査

機
関
に
送
付
す
る
方
法
で
す
。

◆
容
器
配
布
期
間

　

1
月
6
日
㈫
～
2
月
6
日
㈮

◆
容
器
配
布
場
所

 

・
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

 

・
美
都
総
合
支
所

 

・
匹
見
総
合
支
所

◆
ポ
ス
ト
投
か
ん
期
間

　

1
月
8
日
㈭
～
2
月
12
日
㈭

※ 

容
器
の
送
付
先
、
方
法
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
容
器
配
布
時
に

説
明
し
ま
す
。

※ 

大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
ご
利
用
は
今
回
が
最
後

で
す
。

◆
３
月
８
日
㈰

　

9
：
30
〜
11
：
30   

　

13
：
30
〜
15
：
30   

︹
会
場
︺
人
権
セ
ン
タ
ー

★ 

乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
同
日

実
施
。

★ 

乳
が
ん
検
診
は
午
前
・
午
後
各
20

名
ま
で
で
す
。

︹
料
金
︺
２
、０
０
０
円

︹
対
象
︺	

40
歳
以
上
70
歳
未
満
の
女
性

︹
予
約
先
︺
市
健
康
増
進
課

　
　
　
　

 

☎
31
・
０
２
１
４

︹
料
金
︺
9
０
０
円

︹
対
象
︺	

20
歳
以
上
の
方

※ 

子
宮
頸
が
ん
の
医
療
機
関
受
診
は

３
月
31
日
㈫
ま
で
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診 

︵
要
予
約
︶

子
宮
頸
が
ん
検
診

あなたのお手元に 平成 26 年度がん検診無料クーポン券
（乳がん検診、子宮頸がん検診、ＨＰＶ検査、前立腺がん検診、大腸がん検診）は眠っていませんか？

検診時（益田市の検診期間）にご活用ください。 ※乳がん検診は予約が必要です。

あなたのお手元に 平成 26 年度がん検診無料クーポン券
（乳がん検診、子宮頸がん検診、ＨＰＶ検査、前立腺がん検診、大腸がん検診）は眠っていませんか？

検診時（益田市の検診期間）にご活用ください。 ※乳がん検診は予約が必要です。

︻
一
般
部
門
︼

　
デ
コ
ボ
コ
を　

認
め
合
い
つ
つ　

丸
く
生
き

	

と
ん
ち
ゃ
ん
︵
静
岡
県
︶

　

聴
く
耳
と　

聞
き
流
す
耳　

持
ち
合
わ
せ

	

里
杏
︵
東
京
都
︶

　

よ
く
食
べ
る　

妻
の
辞
書
に　

悩
み
な
し

	

明
拓
︵
奈
良
県
︶

　
﹁
前
向
き
に
﹂
駐
車
場
に
も　

励
ま
さ
れ

	

千
絵
ジ
ウ
︵
益
田
市
︶

　

ス
ト
レ
ス
と　

共
に
生
き
た
い　

八
十
路
坂

	

山
下　

昭
子
︵
益
田
市
︶

︻
学
生
部
門
︼

　

友
だ
ち
と　

い
っ
ぱ
い
あ
そ
び　

よ
く
ね
む
る

	

中
島　

莉
音
︵
高
津
小
２
年
︶

　

良
︵
い
︶
い
ゆ
だ
な　

私
の
時
間　

こ
こ
に
あ
り

	

山
本　

暖	

︵
益
田
東
中
２
年
︶

　

ス
ト
レ
ス
に　

笑
顔
が
一
番　

い
い
薬

	

渡
辺　

夏
林
︵
匹
見
中
２
年
︶

　

あ
り
が
と
う　

言
う
た
び
イ
ラ
イ
ラ　

き
え
て
い
く

	

久
保　

未
来
︵
匹
見
中
３
年
︶

　

は
れ
た
日
に　

か
ぞ
く
で
あ
そ
ぶ　

高
つ
川

　

	

徳
田　

葵	

︵
西
益
田
小
４
年
︶

健康ますだ市 21推進協議会　心の健康部会

ストレス解消川柳に多数応募していただき、ありがとうございました。選考会の結果、下記の川柳が選ばれました。
今後ポスターを作成し、心の健康づくりの取組に活用させていただきたいと思います。

平成 26年度　ストレス解消川柳　選考句発表
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information
健康＆子育てだより

広報ますだに掲載する広告を募集中！

※広告料　1 枠（1 号あたり）5,000 円
※隣り合う２つの枠を１枠とすることができます。
※広告の掲載位置は、市が指定した位置とします。

申込方法 ホームページに申込様式があります。
申込み先 市秘書広報課　☎ 31-0112   23-5001

掲載枠  １枠 … 縦 4.5cm × 横 8.5cm

広
告

　
第
２
弾

﹁
手
作
り
を
制
す
る
者
は
、

　
　
　

 

健
康
を
も
制
す
！
﹂

～
平
成
26
年
度

　
　
　

食
育
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
～

　

和
食
の
基
本
！
だ
し
の
取
り
方

は
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
こ
で
習

っ
た
料
理
を
、
誰
か
の
た
め
に
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

︹
対
象
者
︺

			

一
般
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

︹
日
時
︺
2
月
15
日
㈰

           

9
：
30
～
13
：
00

︹
場
所
︺
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
︵
駅
前
ビ
ル
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
階
︶

︹
内
容
︺

益
田
の
食
材
を
使
っ
た
和
食
を

作
ろ
う
︵
調
理
実
習
︶

︹
参
加
料
︺
３
０
０
円

︹
締
切
日
︺
2
月
4
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

︹
申
込
み
先
︺

　

市
健
康
増
進
課

　
　

 

☎
31
・
０
２
１
４　

　
　

 
 

23
・
７
１
３
４

健
康
ま
す
だ
市
21
推
進
協
議
会

食
生
活
部
会

　　　まろピー
益田市食育推進キャラクター

　益田市の小中学校では平成 21 年より「自分で作る弁当の日」の取組を始め、現在は市内 11 校の学
校が取組んでいます。
　西南中学校は市内で最初にこの取組を始め、今年で６年目を迎えています。弁当作りを通して、自分
の健康を考え、自立できる子どもを育てようと、「弁当の日」を始めました。現在は学期に１回、「弁
当の日」を行っています。
　初めてチャレンジする１年生は、栄養士から弁当作りの基本を学び、地域の方の応援も受けて段階
を追って自分で作れるようにしています。お互いの弁当シートに感想を書いたり、全校で会食したり
することでよい刺激をうけ、自信にもつながっているようです。
　弁当の日の取組により、食への関心が高まり、給食を残すこともなくなりました。また、感謝の心、
生涯の技、自己管理の力もついてきています。
　西南中学校では、これからもこの取組を続けていく
予定です。

益田市の小中学校の
　　　　　弁当の日の取組
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Q.毎月 15,250 円は払えない。どうすればいいの？
A.国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合には、申請により保険料の納付が猶予または免除される制度があり

ます。
【学生納付特例制度】学生の方が対象です。申請には学生証のコピーまたは在学証明書、印鑑が必要です。
【若年者納付猶予】学生でない 30 歳未満の方で、ご本人
および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保
険料の納付が猶予されます。

聴覚障がい者の方で、手話のできる方を対象に、手話による
国民年金・厚生年金に関する年金相談を実施しています。
相 談 日 	1月22日㈭   毎月 第 4 木曜日
相談場所	 浜田年金事務所
相談時間	 13:00 〜 16:00
問い合わせ先	 浜田年金事務所
FAX：0855-23-0442　TEL：0855-22-0670

《 浜田年金事務所　手話による年金相談 》

〈予約不要〉
当日先着順

★ ～新成人の皆さんへ～　２０歳になったら国民年金
国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みで
す。また、国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の方は加入することが義務付けられています。
20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

　※ �20 歳前に就職して厚生年金や共済組合に加入中の方は手続き不要です。また、厚生年金や共済組合に加入してい
る配偶者に扶養されている方は配偶者の勤務先にご確認ください。

Q.国民年金の手続きは、いつ、どこでするの？
A.誕生日が近づきますと年金機構より届書が郵送されてきます。

必要事項をご記入のうえ、20 歳になったら住民票の住所地の国
民年金担当窓口へ提出してください。

Q.毎月の保険料はいくら？
A.月額 15,250 円（平成 26 年度）です。

保険料を早めに納めることにより保険料が割
引になる前納制度もあります。

11
月
30
日
ま
で

の
受
付
分

※�

親
族
の
方
の
承
諾
を
得
た
も
の

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Q.どんなときに年金が受取れるの？
A.国民年金には、年をとったときに受取れる【老齢年

金】のほか、病気や事故で障害が残ったときに【障
害年金】が受取れます。また【遺族年金】は、加入
者が死亡した場合、その加入者により生計を維持さ
れていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受取
れます。

　 ※手続きをしないと上記の年金を受取れなくなる場
合があります。

　
　
　
　
　
　

※�年金相談には、年金手帳、年金証書、印鑑などをご持参く
ださい。代理の方の場合には、委任状と、代理の方の本人
確認ができる身分証明書が必要です。

年金請求の手続き、年金額、年金記録の確認の相談にご
利用ください。
相 談 日 	1月27日㈫    
相談場所	 市立市民学習センター 103 研修室
相談時間	 10:00 〜 12:00、13:00 〜 15:00
予約不要	 当日先着順　受付 15:00 まで
※�お客様が多い場合は、午前中受付の方でも午後からの相談

となる場合があります。

《 浜田年金事務所　出張年金相談 》
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施 設 情 報
【島根県芸術文化センター「グラントワ」】

◆ 島根県芸術文化センター「グラントワ」 　有明町 5-15　☎ 31-1860　 31-1884
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昨年の「ふるさと写真展」の様子

【雪舟の郷記念館・歴史民俗資料館】

毎年好評の「わが家の宝もの展」。今年、雪舟の郷記念館
では絵画を中心に展示しています。市民の皆さん秘蔵の
お宝で、今年は美術家の年賀状など版画中心に見応えの
ある逸品が揃っています。ご家族おそろいでお楽しみく
ださい。

■ 日　時	 開催中～ 2月1日㈰ 
	 9：00～17：00 （受付は16：30まで）
■ 会　場	 歴史民俗資料館
■ 入館料	 一般 200円（160円）、高校生以下無料
	 ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日	 火曜日、年末年始（～1月3日）

共同企画展「わが家の宝もの展」好評開催中！！
−歴史民俗資料館・雪舟の郷記念館−

歴史民俗資料館では「益田」を
写した写真を募集しています。
私たちの「ふるさと益田」を記
録し後世に伝えていくために、
古い写真だけでなく、最近の風
景や行事を写した写真も積極
的に集めています。募集する写
真は、益田の自然、街並み、祭
り、地域行事、イベントなどを撮影した写真です。写真をお寄
せいただける方は、写真またはデータを当館までお持ちくださ
い。写真は全てデータ化して保存管理します。市民の方だけで
なく、市外県外を問わずどなたでも応募いただけます。お寄せ
いただいた写真は全て、2月 7日㈯から始まる企画展「平成
26年度ふるさと写真展」にて展示公開します。

★企画展「ふるさと写真展」
　■ 日　時	 2月7日㈯～ 4月6日㈪
　■ 入館料	� 一般 200円・団体（20名以上）160円
	 高校生以下無料

今回のぶら雪舟は、「雪舟筆『山寺図』に描かれた風景は、
雪舟が山口から益田を訪問した時の行程をそのまま写した
もので、題名の“山寺”は天石勝神社の別当寺勝達寺である」
という矢冨厳夫当館名誉館長の新説に基づき、山寺図のコ
ピーを手に各々の位置関係を確認しながら歩きました。山
寺図は天石勝神社の鳥居を画の中心におき、七尾城下の神
仏習合の聖域を360°のパノラマにして描かれていると実
感しました。

市民の皆さんと一緒に作る展覧会「わが家の宝もの展」も
今年で5回目を迎えました。おかげさまで毎年多くのお
客様にご来館いただいております。今年も資料館には、懐
かしい宝物・思い出いっぱいの宝物・一風変わった宝物な
どが集まり、子どもから大人までお楽しみいただける楽し
い展覧会となりました。どうぞお楽しみに！

《歴史民俗資料館＆雪舟の郷記念館 両館共通》　◆ 年末年始休館：1/3 まで ◆
※�この企画展は、歴史民俗資料館と雪舟の郷記念館との間で相互割引があります。一方の半券をご持参いただくと、
もう一方の施設へ団体割引料金でご入館いただけます。

トランペット ( 昭和初期 )

〈出品される宝物の一例〉

国鉄 100 年記念メダル
(1972 年 )

わ
が
家
の
宝
物
展　
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益田の写真を大募集！ 第 4 回 ぶら雪舟 〜山寺図探訪〜
が開催されました！

◆ 歴史民俗資料館　本町 6-8　☎  23-2635 ◆ 雪舟の郷記念館　乙吉町イ1149　☎  24-0500

今
年
度
の
作
品

椎山から山寺図に描かれた七尾城下の風景を確認

■ 日　時	 開催中～ 2月1日㈰
	 9：00～17：00 （受付は16：30まで）
■ 会　場	 雪舟の郷記念館
■ 入館料	 一般 300円（240円）、小中高 100円（80円）	
　　　　　※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日	 火曜日、年末年始（～1月3日）
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広 告 の ペ ー ジ
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※教室への申込みは事前に電話または FAX でお願いします。
※平日でも対応できる教室もありますのでお気軽にお尋ねください。
※天候によっては教室を中止する場合もあります。ご不明な場合は問い合わせください。

【問い合わせ先】
市リサイクルプラザ啓発棟（休館日 : 火曜日） 
下波田町 490　☎ 26-7474　 26-7475

plaza-kei@maro-v.jp
ホームページ　http://www.m-sougou.net/plaz-
　　　　　　 kei/index.htm

1 月の体験教室

10日 ㈯ フュージング
サンドブラスト

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

11日 ㈰ 衣類のリフォーム相談 13:00 ～ 16:00

15日 ㈭ 廃食油石けん作り 13:00 ～ 14:30

17日 ㈯ 紙すき
パッチワーク

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:30

18日 ㈰ 咲き織り
うで抜き作り

9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

24日 ㈯ 衣類のリフォーム相談 13:00 ～ 16:00

25日 ㈰ リサイクルペイント
傘布マイバッグ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

28日 ㈬ がま口作り 13:00 ～ 15:00

31日 ㈯ 無添加石けん作り
アクリルたわし作り

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

139号

★平成 26 年度 上半期ベストリーダー
（益田館・美都館・匹見館 ３館合計）

順位 タイトル 著　者

1 Ｄｒ . スランプ シリーズ 鳥山  明

２ かいけつゾロリ シリーズ 原  ゆたか

３ アリクイにおまかせ 竹下  文子

４ エリザベス・ブラックウェル 東  園子 / 漫画

4 アメリア・イヤハート 佐野 未央子 / 漫画

４ 学習漫画 世界の伝記（22）

４ しあわせなら名探偵 杉山 亮

４ ヒカルの碁 シリーズ ほった ゆみ / 原作

９ ハリー・ポッターと賢者の石 J.K. ローリング

９ サリバン先生 奥良  モト / 漫画

順位 タイトル 著　者

1 ものすごくおおきなプリンのうえで 二宮  由紀子

２ ももたろう まつい  ただし

３ はらぺこあおむし エリック・カール

3 へんしんトンネル あきやま  ただし

5 ぱんだいすき 征矢  清

５ ノンタン シリーズ キヨノ  サチコ

５ サンドイッチサンドイッチ 小西  英子

５ からすのパンやさん 加古  里子

５ さつまのおいも 中川  ひろたか

10 あっぷっぷ 中川  ひろたか

〔 児童書部門 〕 〔 絵本部門 〕

リユース品大放出！

　衣装ケース、子ども用食卓テーブル椅子、子ども
用手押し車、キズ有り家具など 20 点余りを無料で
提供します。これらは先着順ですので、希望者はお
早めにお越しください。
　また、18 日は第 3 日曜日ですので工場棟へのご
みの搬入も受付けています。ご利用ください。

日 時：1 月 18 日 ㈰　午前 9 時より

☆返却期限は守りましょう！
本の返却を待っている方がおられます。
借りた本は責任を持って管理し、返却期
限内にお返しください。

図書館からのお願いです！

問い合わせ先：市立図書館  ☎ 22 -4222　ホームページ： http://www.library-masuda.jp

☆返す前に確認を！
返却された本のページの間に、葉書きやしおりな
どが入っていたり、付箋がついたままになってい
ることがあります。私物が入っていない
か確認してお返しください。
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益田市交通事故抑止
「３本の矢」ステッカーの活用について

市役所本館１階部署が移転先から戻ります

　益田市では交通事故抑止を図るため、益田市交通事故抑止「３本の矢」
　 ★「５キロ減速」     ★「４時からライト点灯」      ★「夜光反射材着用」

　の３つの運動を展開しています。
　この度、「広報ますだ」１月号に「３本の矢」ステッカーを差し込み、配布
させていただきますので、車の後部ボディやダッシュボードに貼付するなど、
ご活用いただき、交通事故抑止に努めていただきますようお願いします。

益田市交通事故抑止
「３本の矢」ステッカーの活用について

市役所本館１階部署が移転先から戻ります

※この他、自宅の玄関や冷蔵庫に貼付するなど、
様々な方法でご活用ください。

【問い合わせ先】市危機管理課　☎ 31-0601

　市役所庁舎の耐震化工事施工にあたり市民の皆さんにはご不便をおかけし
ておりますが、現在仮設庁舎で業務を行なっている部署の一部が、1 月 13 日
㈫から本館に戻ります。
　今回戻るのは本館１階の市民課、保険課、税務課、高齢者福祉課、出納室です。
また、住民票等の自動交付機、合銀窓口およびＡＴＭ、共済会（売店）も元の
場所に戻ります。
　１階へ入るための通路については本館の東側出入口に加えて、本館西側の市
道交差点付近に新たに入口を設けます。
　今回戻る本館１階以外は工事を継続しており、本館中央階段からは上の階へ
行くことができません。市民の皆さんには引き続き大変なご不便をお掛けする
ことになりますが、ご理解とご協力をいただきますようよろしくお願いします。

車両後部ボディダッシュボード

ステッカー 贈呈者
高津四丁目 14 番６号

㈱昭和測量設計事務所
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1歳 2歳 5歳 5歳

岩田 和
か ず き

将く ん長谷川 輝
ひかる

く ん小野 一
い ぶ き

颯く ん山口 奏
か な と

士く ん

明るく元気な笑顔をこ
れからもいっぱい見せ
てね☆
投稿者：父・母

やさしいこころと、きらき
らのえがお☆ 5 さいのお
たんじょうびおめでとう。
投稿者：おとうさん・おかあさん

兄弟仲良く元気に育っ
てね。

投稿者：父・母

奏士、お誕生日おめでと
う。お兄ちゃんと仲よく
元気に育ってね。
投稿者：父さん・母さん

【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課		☎ 31-0112		FAX 23-5001
	 	hisyo@city.masuda.lg.jp　　　
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市の人口（11 月未現在）

世帯　21,578 世帯 （△ 8）
人口　49,348 人 　（△ 33）
男性　23,236 人    （△ 15）
女性　26,112 人    （△ 18）
出生　29 人　死亡　55 人
転入　72 人　転出　80 人
※（　）内は前月比
※住民基本台帳より

日 日 ¥ 定

対

日
日

場 場

問 問

講 他 申 問

とき ところ 会費・入場料など 定員・募集人数
対象 講師 その他 申込み方法など 問い合わせ先

投稿大募集！ 「プラサ DE ますだん」へあなたも投稿しませんか？

★ ますだんの輪（クラブ・サークル紹介） ★ ますだん掲示板（募集やイベント情報）
★ ～ありがとうのメッセージ～（感謝の気持ちを伝えます） ★ 3月生まれのますだん
★ ますだ珍百景（人物以外のおもしろ写真やイラストなど） ※それぞれ掲載基準があります。詳細は問い合わせください。

【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課（☎ 31-0112　FAX 23-5001）　 hisyo@city.masuda.lg.jp

1月5日㈪～19日㈪ です！3 月号への掲載申込み期限は 見
て
見
て
！

聞
い
て
！

聞
い
て
！

新春神楽鑑賞会

水仙の里かまてウォーク

1 月 3日㈯	10：00～
種地区振興センター
無料
種地区振興センター　☎ 27-1008
種神楽保存会（広中）☎ 27-0864

鎌手公民館から水仙公園までを往復。 ゴール
では猪鍋をご用意しています。 水仙切花をお
持ち帰りください。

¥ ¥

みんなで
見に来てね！

編
集
後
記

1 月 18日㈰
受付 8：45～		スタート 9：40～
集合場所：鎌手公民館（西平原町）
200円　※中学生以下無料
鎌手公民館　☎ 27-0501


